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■本報告書について 

平成 25 年(2013 年)3 月、豊中市食育推進計画(平成 20 年(2008 年)3 月策定)の後継計画

として第 2 期豊中市食育推進計画が策定されました。 

本書は、食育に関する平成 25 年度（2013 年度）の市内の取り組み等についてまとめたも

のです。 

 

第１章は、豊中市内で行われた特徴的な取り組みと題して、各取り組みの具体的な内容とコ

ラムを掲載しています。 

第２章は、豊中市内で実施された、食育に関する各事業について掲載しています。食育の視

点で見た各事業の考察と、今後の方向性を見ていただくことができます。 

第３章は、食育推進貸し出しグッズを掲載しています。必要なグッズがあれば是非ご利用く

ださい。 
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Ⅰ．平成 25 年度（2013 年度）の特徴的な取り組み 
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とよなか食育プラスワンの取り組み 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とよなか食育プラスワンの取り組み 

 

   基本目標－Ⅰ 食育に関する情報を正しく理解して、実際に行動しよう 

基本方針－ｄ 食育推進運動の周知啓発 

基 本方針－ 3 行政の取り組み 

＜基本目標と基本方針＞ 

 

 妊娠期(0～ 5 歳 )  ☆食に関する知識や情報を積極的に習得しよう 

 幼年期( 0～5 歳)  ☆歯みがきの習慣をつけよう 

 少年期( 6～14 歳)  ☆  

 青年期   ☆食べ物の大切さを考えよう 

 壮年期   ☆食生活について情報を正しく理解し活用しよう 

 中年期   ☆食に関する情報を得て伝えよう 

 高年期   ☆情報を正しく理解し、日頃の備えをしよう 

＜対象世代区分と関連する世代別目標＞ 

 

＊関連事業一覧 41 ページ 

○所管 ： 保健企画課 

○内容 ： 第 2 期食育推進計画を市民の方に実践していただけるよう、 

     「ほんの少しの取り組みから始めましょう」という思いを込めて 

     プラスワンシートを作成・配布しています。 

 

○実績 ： ◆とよなか食育プラスワンシートの作成 
・初めて食育に取り組む人のためのプラスワンシート 
・防災用プラスワンシート 

◆他部局・団体等と連携 
・3～5 歳のこどもの歯の健康に関するプラスワンシート 
（協力：保健予防課、私幼連、民保連、市歯科医師会） 

・食べることから環境を考えるためのプラスワンシート 
（協力：特定非営利活動法人 花と緑のネットワークとよなか） 

・健康増進のためのプラスワンシート 
  サプリメントについての Q&A チラシの裏（協力:市薬剤師会） 
・ココロもカラダも元気になるためのプラスワンシート 

農業祭のチラシの裏（協力：農業委員会事務局） 
・子どもと学ぶ安全・安心のためのプラスワンシート 

幼児のための手洗いリーフレットの裏（協力：市薬剤師会） 
 

＜取り組み一覧掲載内容＞ 
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1．目 的 

 第 2 期豊中市食育推進計画では「とよなか食育プラスワン」の取り組みをすすめています。食育に関心のあ

る人もない人も今の自分に無理のない範囲で食べることにほんの少しの工夫をすることで、健康で心豊かな生

活を実感できることをめざしています。 

また、とよなか食育プラスワンに気軽に取り組んでいただけるよう「とよなか食育プラスワンシート」を作

成し、できることから始めていただけるきっかけづくりを行いました。 

プラスワンシートの作成・配布には、他部局・団体等と連携することで、より幅広い市民への周知が可能と

なり、多くの市民の健全な食生活の実践へとつながることを目的としています。 

 

 

2. 所 管 課 

 保健企画課 

 

 

3. 内 容 

○とよなか食育プラスワンとは 

いきなり 100 点満点の正しい食生活をめざすのではなく、市民一人ひとりが今の食生活にほんの少しの工

夫をすることで健康で心豊かな生活を実感できることをめざす取り組みです。例えば、朝ごはんを食べていな

い人はパンだけでも食べてみる、パンだけの人は牛乳をプラスしてみるなど、今の自分に無理のない範囲で 1

つだけでも努力することが大切です。 

 

 

 

 

 

 



 

- 4 - 

 

１）とよなか食育プラスワンシートの作成 

市では、とよなか食育プラスワンの取り組みをすすめやすくするためのツールの一つとして「とよなか食育

プラスワンシート」を作成しました。プラスワンシートにはすぐにできそうな項目がいくつか書かれていて、

自分に合うものを選んで実践してみるというものです。 

 

① 初めて食育に取り組む人のためのプラスワンシート 

食育の基礎となるプラスワンシートです。幅広い年代に対応し、それぞれの食の場に応じて自分に合

ったプラスワンを選んで取り組んでいただくことができます。 

 

② 防災用プラスワンシート 

自宅でも外出先でも災害に備えることができるよう、水や食料をはじめ、生活に必要な備蓄品などを

掲載しました。 

家庭での備蓄は、感染症流行時にも役立ちます。 

 

相愛大学客員教授 坂本廣子さん著 

「台所防災術－がんばらなくても大丈夫」より引用 

 

 

 

 

 朝ごはんは食べていますか？ 

 食べ残しをしていませんか？ 

これらを改善するため、いつもの食

生活をちょっとだけよくするため

のポイントを掲載しています。 

災害時の備えには、家族の状

況に応じて、粉ミルクやおむ

つ、とろみ剤なども用意して

おくと安心です。 

いざというとき手元にあると便利なもの～活用術～ 

 ポリ袋：食品、水の持ち運び、荷物の仕分けや敷物、ごみ袋など、災害時に大活躍です。 

 携帯電話：連絡用、情報用としてだけでなく、懐中電灯代わりとしても使えます。 

 大判ハンカチ：三角巾や包帯、マスク代わりにもなります。 

防災用プラスワンシート

に掲載しています。 
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２）他部局・団体等と連携 

 他部局・団体等の皆さまとも連携し、様々な視点からプラスワンシートを作成することができました。

作成したプラスワンシートは講演会等で配布したり、各部局の使用媒体の裏に印刷させていただくなど、

より幅広い市民へのとよなか食育プラスワンの周知に努めました。 

 

① 3～5歳の子どもの歯の健康に関するプラスワンシート 

食育推進協議会において「保育園に通う子どもの保護者から歯や口の健康について不安の声が多い」

との意見があったことから、子どもが健康な歯や口でしっかりかんでおいしく食べるためのプラスワン

シートを作成しました。作成に当たっては現場の声を反映するため、市内の民間保育園・私立幼稚園に

寄せられている相談を調査し、相談内容からチェック項目を作成しました。 

また、プラスワンシートの裏面には歯と口の健康についての情報を掲載し、子どもと保護者が歯の健

康について話をするきっかけとなるよう歯磨きのポイントなどについても掲載しました。 

 

 【連携したところ】  

民間保育園連合会 / 私立幼稚園連合会  

/ 豊中市歯科医師会 / 保育幼稚園室  

/ 保健予防課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歯と口の健康週間に、市内の全保育・

幼児教育施設を通して、3 歳から 5 歳

の子どもを持つ保護者に配布しました

（約 1 万件 ※詳しくは P19 参照）。 

また、保育施設職員向けの研修におい

てもお配りしています。 

 シャボン玉を吹く 

 にらめっこ遊びをする 

 楽しく歌う       

これら口を使った遊びや動作も上手に

かんで食べる力を育みます。 

 

裏 

３～５歳頃のお子さんのためのプラスワンシート 

表 

3 歳から 5 歳ごろの歯や口の健康づくり 

歯磨きのポイントなど

を掲載しています。 
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② 食べることから環境を考えるためのプラスワンシート 

特定非営利活動法人花と緑のネットワークとよなか主催の「 “2013”食育フォーラム」において、豊中

における食育の取り組みを保健企画課職員が報告し、その資料として、食べることから環境を考えるた

めのプラスワンシートを配布しました。 

 

【連携したところ】  

特定非営利活動法人  

花と緑のネットワークとよなか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“2013”食育フォーラム 

食べることから環境を考えるためのプラスワンシート 

このシートはフォーラム開催後もごみ減量の講座などで活用していただいています。 

買いすぎ、作りすぎに注意。 

捨ててしまうことのないよう

食べ物を大切にしましょう。 

野菜の保存方法も掲

載しました。かしこく

保存することで腐敗

を遅らせることがで

きます。 
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③ サプリメントについての Q&A リーフレットの裏 

豊中市薬剤師会とともに、Q＆A リーフレット「ちょっと気になる健康食品やサプリメント」と、健康

増進のためのプラスワンシートを作成しました。薬剤師会の会員店舗において市民の皆さまに配布して

いただきました。（50 枚×129 店舗） 

 

【連携したところ】 

 豊中市薬剤師会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ちょっと気になる健康食品やサプリメント 

健康増進のためのプラスワンシート 

身近な薬局から約6500人の 

 市民に食育の情報が届けられました。 

表 

裏 

健康増進の基本は 

「食べる・動く・休む」 
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④ 農業祭のチラシの裏 

農業祭の案内チラシの裏に「ココロもカラダも元気になるためのプラスワンシート」を挿入させてい

ただき、市内各所で配布しました。 

 

 

【連携したところ】 

農業委員会事務局 / とよなか消費者協会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農業祭チラシ表 

ココロもカラダも元気になるためのプラスワンシート 

表 

裏 

とよなか消費者協会 

おすすめの「大根漬け」

のレシピも掲載しまし

た。 

新聞の折り込みチラシにもなりました。 

農業祭は市民に大変人気のあるイベントです。 

多くの方が興味を持ってチラシを見てくださるこ

とを期待しました。 

野菜の保存方法も 

 お知らせしました。 

農業祭チラシ 
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⑤ 幼児のための手洗いリーフレットの裏 

学校薬剤師さんが幼稚園で子どもたちに手洗いを指導するときのリーフレット「てをあらおうね」と

指導後に保護者に家庭での協力を呼びかける「子どもと学ぶ安全・安心のためのプラスワンシート」を

作成しました。幼稚園児など低年齢のお子さんへの手洗い指導に活用していただきました。 

 

  

【連携したところ】 

豊中市薬剤師会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表 

裏 

てをあらおうね 

子どもと学ぶ安全・安心のためのプラスワンシート 

幼児から低学年の児童が使いやすいリーフレットができました。今後は小学校などでの活用も 

検討していきたいと考えています。 

 

子どもたちが学んだ正

しい手洗いを、家庭でも

実行しやすくするため

のプラスワンを掲載し

ています。 

 

手を洗うことは、食中毒や 

インフルエンザなどの感染症

の予防につながります。 
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３）その他 

社会体験学習や保健所実習時に、学生が実習の一環としてプラスワンシートを作成しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．まとめ 

 「食育と聞くと、頑張らないとと思ってしまう」そんな声から生まれたのが「とよなか食育プラスワ

ン」の取り組みです。難しく考えなくても、日々の食習慣をちょっとだけよくするプラスワンができれ

ばそれでいいんだということを知ってもらうため、プラスワンの掛け声とともにまずは食育のハードル

を下げることに努めました。 

そしてプラスワンシートの作成は、プラスワンを知ってもらうだけではなく、簡単で具体的な項目の

提示によって、誰もが気軽に取り組みやすいものとなり、実践への入り口を広げるものとなったのでは

ないでしょうか。また、他部局・団体の皆さまと連携することにより、様々な講演会や催し物、お知ら

せの媒体を通して多方面から市民へプラスワンの取り組みを周知することができました。 

まだこの取り組みは始まったばかりです。今後も連携を深めていくことにより、さらに多くの市民が

プラスワンに取り組むことができるような環境を整えていきたいと考えています。 

社会体験学習に来た

中学生が同世代向け

に作成しました。 

管理栄養士養成校の 

学生が保健所実習の際

に作成しました。 

※各プラスワンシートは、豊中市ホームページで公開しています。 

忙しい中学生のためのプラスワン 

輝く女性のためのプラスワン 

このようにプラスワンシートは、目的に

合わせ、誰でも簡単に作成することがで

きます。今後も部署に合ったプラスワン

シートを作成し、プラスワンの取り組み

を広げていきます。 

また、本報告書巻末にも掲載していますので、ぜひコピーしてお使いください。 
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学校給食センター職員による学校訪問 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

学校給食センター職員による学校訪問 

 

□ 妊娠期(0～ 5 歳 )   

□ 幼年期( 0～5 歳)   

 少年期( 6～14 歳) ☆食の大切さ、調理の方法を学ぼう 

□ 青年期    

□ 壮年期   

□ 中年期   

□ 高年期   

＜対象世代区分と世代別目標＞ 

 

   基本目標－Ⅱ 生活リズムを整え、バランスのとれた食生活を実現しよう 

基本方針－ｂ 少年・青年期における食の自立に向けた支援 

基 基本方針－10 学校給食センター職員による学校訪問 

＜基本目標と基本方針＞ 

＊関連事業一覧 48 ページ 

○所管 ： 学校給食室 

○内容 ： 学校給食センター職員が市内の公立小学校を訪問し、児童を対象に給食の話をした

り一緒に給食を食べたりすることで、交流を図っています。 

      

○実績 ： 訪問小学校数・・・22 校 
     実施回数・・・24 回（2 校で 2 回実施） 

＜取り組み一覧掲載内容＞ 
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1 ． 目  的  

 学校給食センターの職員が市内の小学校を訪問し、調理現場の実際の様子や職員の思いを伝える

ことで、子ども達に「給食への理解」「食への関心」を高めてもらおうという取り組みです。また、

学校での給食の様子を間近に見て、子ども達から給食の感想を聞くことで、献立の工夫・改善、よ

りよい給食の提供にもつなげようと取り組みをしています。 
 

 

 

 

2. 所管部局  

 学校給食室(原田学校給食センター、服部学校給食センター)  
 

 

 

 

3 .  内  容  

 給食の時間に職員が市内小学校を訪問し、給食作りの様子について説明したり、一緒に給食を食

べたりしながら子ども達との交流を図っています。説明の際には、実際に使用している調理器具や

実物大の模型などを用いることで、「毎日食べている給食がどのように作られているのか」「どうい

った食材が給食に使われているのか」といった話を、子ども達にもわかりやすく、興味を持って聞

いてもらえるように工夫をしているほか、学校給食に携わる職員が、日々の給食作りの中で感じて

いることや、給食を食べる子ども達への思いにも触れながら、食べることの大切さを伝えています。 

また、給食の時間に訪問することで、職員と子ども達とが一緒に給食を食べる時間を設けていま

す。一緒に給食を食べながら、子ども達が給食に抱いている疑問に答えるなどの交流を図る中で、

子ども達の食への関心を高めると同時に、職員の側も、実際に給食を食べている子ども達の率直な

意見を、毎月の献立の工夫・改善に生かし、より良い給食の提供につなげようと取り組んでいます。 
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４． 各小学校での取組みの様子    

 

  

◆ 原田学校給食センター 

 

 

 東泉丘小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新田南小学校 

 

 

 

大なべのふたや調理器具を見せると、 

子ども達はその大きさに驚きつつも 

興味津々です。 

 
訪問当日は、センター職員も配膳や片づけを

お手伝い。準備ができたら、一緒に給食の時

間です。 

 

当日は、調理の時に実際に着用し

ている白衣で訪問しました。 

 

持っている円形の模型は、 

給食の調理に使う大鍋のふたを、 

実物サイズで再現したものです。 

 
職員が左手に持っている しゃもじ(スパテラ)は、長さ1ｍ５0cmほど。 

子ども達は、自分の背丈よりも大きなしゃもじを持たせてもらい、そ

の大きさや重さを体感していました。 
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 寺内小学校 

大きなふたの模型に、子ども達の視線は

くぎづけです。 

 

給食の中には、時々、星型やハート型に

カットされた「ラッキーにんじん」が入

っています。苦手な食材でも食べられる

ように、子ども達が給食を楽しく食べら

れるように、というの職員の思いも、子

ども達に伝えています。 

～小学校を訪問して～ 

 子ども達と一緒に給食を食べて、改めて、おいしく・より安全な給食を作っていこうと感じま

した。直接、子ども達と接する中で、今まで以上に給食に対する興味や関心を持つきっかけとな

ってくれればうれしいです。これからも子ども達の笑顔を思い浮かべながら、心を込めて作って

いきたいと思います。 

 
 

 

◆ 服部学校給食センター 
 

 

 北丘小学校 

 

 新田小学校 

この日は、職員 3 人で教室を訪問しました。 
 

こちらの小学校でも、給食当番の子ども達と 

一緒に職員が配膳のお手伝いをしました。 
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 南丘小学校 
  

まだまだ不慣れな手つきの子どもも、やさしく

サポートします。 

 子ども達に囲まれて、一緒に「いただきます」 

子ども達が給食を食べる様子を肌で感じるこ

とのできる貴重な機会となっています。 

 
  

実物大の模型や実際に使っている調理器具を使い、身振り手振りを交えて説明します。 

はじめは食事に夢中だった子ども達も、次第に目を輝かせて職員の説明を聞いていました。 

～小学校を訪問して～ 服部学校給食センター 調理員より 

訪問するまでは、給食が「どこで」「だれが」「どんな風に」作っているのかなどにはあまり関

心がない様子の子ども達でしたが、職員が教室を訪れ、実際に使っている道具や食材の量、作り

方などを話していくと、目がいきいきとしてくるのが分かりました。時には、嬉しい質問攻めに

あうことも…。 

この取り組みが、自分の食べる給食に関心をもち、食への感謝の気持ちも忘れずに、嫌いな食

材でも食べてみようと思えるような機会になると良いと考えます。 
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5． ま と め  
 

今まで、社会見学や職場体験など、児童が給食の調理現場を見学する機会はありましたが、学校

給食センターの職員が、給食を食べている児童の実際の様子を見る機会はあまりありませんでした。

調理している現場を見てもらうだけでなく、給食作りへの思いや調理の様子を業務に携わる職員が

自らの声で伝えることで、子ども達に、職員や作り手の現場を身近な存在に感じてもらえるよう取

り組んでいます。作り手の顔が見える給食となることで、「給食への関心」「食の大切さ」「食べ物を

大切にする心」を高めることにつながっていると考えます。 

また、子ども達の食に関する関心が育まれるだけではなく、給食時間での交流を通して、職員も

また力をもらっています。一緒に給食を食べる中で、職員が心を込めて作った給食を美味しそうに

食べている子ども達の姿や、訪問した職員に楽しそうに話しかけてくる姿、わくわくとした様子で

いろいろな疑問を投げかけてくる姿を見ることは、職員にとって、日々の調理作業における何より

の原動力となっています。 

 

以前から、各小学校では、保護者向け給食試食会が開催されており、多くの保護者が参加するな

ど、学校給食への関心の高さを伺わせていました。保護者から出た意見は、毎月の献立の工夫・改

善に活かしていますが、毎日給食を食べる子ども達が、給食に対してどんな感想を抱いているか把

握し、交流を通して得た子ども達の声を調理現場に活かすことができるのも、職員による学校訪問

の大変意義深い点だと考えます。 

ある食材が多く食べ残されているように感じれば、その場でどのようなところが苦手なのかを子

ども達に質問することで、次回同じ食材を使用する時には食べやすい食感や味付けに変えてみるな

ど、残食を減らす工夫につなげています。取り組みの一つに、「ラッキーにんじん」というものが

あり、この取り組みは、子ども達の中で特に苦手意識の多い野菜であるにんじんを、星形やハート

形にカットして《釜(1,000 食分)一つに対して 20～30 個程度》入れることで、苦手な食材でも、

見つける楽しみ、食べる楽しみを感じてほしいという思いから実施しています。普通にカットする

よりも作業に時間がかかりますが、子ども達に大変喜ばれている取り組みであり、学校を訪問した

際には、少しでも食べ残しが減るよう、「苦手な食材でも食べられるように」という職員の思いを伝

えています。 

 

子ども達の様子を肌で感じ取り、学校給食をよりよいものにするためのさまざまなアイディアを

得られる大変有意義な取り組みであり、給食の時間という短い時間ですが、一緒に楽しく給食を食

べて交流をすることができる、子ども達にとっても職員にとっても貴重な時間となっていると感じ

ています。 

  



 

- 17 - 

 

 ＊関連事業一覧 71 ページ 
 
○所管 ： 保健予防課、保健企画課 

 
○内容 ： 保育園（所）・幼稚園と協働し、保護者に対する啓発（啓発ポスター掲示、啓発リ

ーフレットの配布）と、職員への情報提供（研修会の開催、指導用資料等の配布）
を実施しました。（食育推進協議会協力） 

 
○実績 ： ポスターの掲示 市内 91 園 

啓発リーフレット 約 1 万枚 
職員向け研修会 受講者 53 名 

＜取り組み一覧掲載内容＞ 

幼児の食育を支える歯や口の健康づくり 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼児の食育を支える歯や口の健康づくり 

 

□ 妊娠期(0～ 5 歳 )   

 幼年期( 0～5 歳) ☆歯みがきの習慣をつけよう 

□ 少年期( 6～14 歳)  

□ 青年期   

□ 壮年期   

□ 中年期   

□ 高年期   

＜対象世代区分と世代別目標＞ 

 

 

   基本目標－Ⅴ 歯や口の健康を維持・増進しよう 

基本方針－ｂ 歯や口の健康づくりに関する情報提供と普及啓発 

基本方針－4  行政の取り組み 

＜基本目標と基本方針＞ 
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1．目 的 

 第２期豊中市食育推進計画では「歯や口の健康づくり」を大きな目標の一つに位置づけ、食育推進

協議会と意見交換をしながら取り組みを進めてきました。その中で、保護者から歯や生え変わりに関

する相談をよく受けるが情報が少ないため保育側としても答えに困ることがあるとの意見がありまし

た。保護者の多くは、日々を子どもたちと過ごし、保護者に寄り添う保育施設職員に子育てのことな

どとともに歯のことも相談しています。このことから、保育施設が、気軽にタイムリーに相談できる

場として情報をもち発信していくことは歯や口の健康づくりを進めるうえでとても有意義であると考

えました。 

そこで、保育施設に通っている 3・4・5 歳児の保護者にむけ、保育施設を通じての情報提供を行い、

永久歯に生え変わる時期の保護者の不安を取り除き、子どもたちの噛む力や食べる機能の育ちにあわ

せた、家庭での食生活が実現することをめざし本事業を企画しました。 

また保育施設で使いやすい媒体を作成することで、保育者の情報提供を簡単にし、幼児期の歯や口

の健康づくりを推進することを目的とします。 

 

2. 所 管 課 

保健予防課、保健企画課 

 

3．協働する団体など  

豊中市民間保育園連合会 / 豊中市私立幼稚園連合会 / 豊中市歯科医師会 

  / 豊中市学校歯科医会 / 保育幼稚園室 
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4．内 容 

①食育月間・歯と口の健康週間における取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
施設内掲示用ポスター 

6月４日から10日の歯と口の健康週間

に合わせて啓発ポスターを作成しまし

た。子どもの送り迎えなどで目に留めて

いただけるよう、ポスターは市内の保育

所・幼稚園などの保育施設 91 園に掲示し

ました。 

また、とよなか食育プラスワンについ

ても紹介させていただき、すぐに取り組

んでいただけるようなプラスワンも併せ

て掲載しました。 

施設内掲示用ポスター 

 

 

 

 

 

 

各家庭にリーフレットを配布しました。 

裏 表 

ポスターと合わせてリーフレットも作成し、各家庭に配布しました。 

表にとよなか食育プラスワンシート、裏に歯や口の健康づくりのポイント

を掲載し、情報提供を行いました。（プラスワンシートの詳細は P5 参照） 

保育園・幼稚園など保育施設

を通じて、3～5 歳児の保護

者へ配布。（98園 約1万件） 
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① 「歯や口の健康づくりＱ＆Ａシート」の作成 

保育施設職員に保護者から歯や生え変わりについての相談があった際、共通の認識を持って適切な

答えができるよう、歯と口に関しての Q&A シートを作成しました。プリントアウトして活用できるよ

う、シート見本とそのデータを各保育施設に配布しました。 

また、「Q＆A 職員用補助資料」を作成し、Q&A シートの解説や、お便りにそのまま使っていただけ

る情報を盛り込んだものを、解説資料として各保育施設にお届けしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもが自分で歯みがきをする

習慣をつけるにはどうしたらよ

いか、歯並びについてなど全部

で12種類のQ&Aシートを作成

しました。 

Q&A シート 

歯や口の健康づくりと支援のポイント、

Q&A シートの解説、コラムも随所に 

掲載しています。 

 

コラム 

Q＆A 職員用補助資料 
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② 保育所（園）・幼稚園指導者研修会. 

保育施設職員に様々な知識を得ていただき、普段の業務に生かしてもらえるよう研修会を開催しま

した。講師には豊中市歯科医師会の歯科医師をお招きし、幼年期の歯や口の健康づくりについてや、

第 2 期食育推進計画、Ｑ＆Ａシートの使い方などについてお話いただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．まとめ 

今回、情報発信の媒体として作成しました Q&A シート、補助資料により、保護者から質問があった

際に、どの施設のどの職員が対応しても統一の答えを提供することが可能となりました。 

また、市内の私立・民間・公立の全ての保育園・幼稚園で保護者に対してリーフレット等による情報

提供を行いました。リーフレットにはプラスワンシートも掲載したことによって、情報を得るだけの

読みものでなく、家庭で取り組む健康づくりのヒントにしていただけたのではないでしょうか。 

保護者にとって保育施設職員は、なんでも相談できる大変身近な存在です。相談の中には、子どもの

歯について不安をお持ちの保護者もたくさんいらっしゃいます。そんなとき、保育施設が正しい情報

を発信することは、保護者の不安を取り除くとともに、健康な食生活を促し、さらには家庭での楽し

い共食の推進につながっていくと思われます。 

今回の取り組みは、食育推進協議会における意見交換がきっかけとなり実現に至りました。これか

らも協議会の団体の皆さまと意見交換を行い、様々な分野での食育の取り組みを広げていきたいと考

えています。 

 

53 名の方が受講されました。 

意欲的にご参加いただき、研修会で得

た知識を日々の業務に生かしていただ

いています。 

参加者から熱心に質問が

寄せられるなど、研修会全

体を通して有意義な時間

を過ごすことができまし

た。 
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コラム① お父さん力 アップ！講座「市長と一緒にクッキング」 

 

  

平成 25 年 7 月 27 日、とよなか男女共同参画推進センターすてっぷで『お父さん力アップ！講座

「市長と一緒にクッキング」』が開かれました。男性保護者と子どもたちが一緒に料理を楽しむ中で、

お父さん力をアップしてもらおうというこの講座。今回は淺利敬一郎市長が講師を務め、参加した近

所のおじさん、おじいちゃん、お父さんと小学生の子どもたち 13 組 28 人に料理の楽しさを伝えま

した。 

 「料理が好きで、朝ご飯は必ず自分でつくる」という淺利市長。「食は自立の基本。みんなで楽し

く食事をすることが大事。冷蔵庫の中にあるものを見てメニューをイメージする面白さも知ってほし

い」とあいさつした後、参加者に調理のポイントを説明。その後各テーブルに分かれて調理にとりか

かりました。メニューは、「豆腐ハンバーグ」「にんじんサラダ」「かんたんわらびもち」の 3 品。お

父さんと子どもたちが一緒になって野菜を切ったり、ハンバーグをこねたりと、調理を楽しむ中で親

子の会話も弾みました。 

 料理が完成すると、市長も交えて食事タイム。参加したお父さんたちからは、「非常に楽しかった」  

「家でもチャレンジしたい」「自分ができる料理が一つ増えた」などの意見があり、子どもと一緒に   

作る料理の楽しさを感じていただくことができたようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コラム① お父さん力 アップ！講座「市長と一緒にクッキング」 

「みんなで楽しく食事をすることが 

大事」と淺利市長。 

子どもたちと一緒に調理を楽しむ 

お父さん。 

調理のポイントを熱心に聞く子ども

たち。 

みんなで力を合わせて作った料理は

とてもおいしかったです。 
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コラム② わくわく食育プロジェクト 

 
教育推進室では、『わくわく食育プロジェクト』として、親子を対象とした料理教室を実施しています。

親子一緒に楽しく調理をし、おいしく食事をすることで、食への興味や関心を高めてもらうことを目的

とした事業で、平成 25 年度（2013 年度）は、「幼小連携親子料理教室」を２回、「小学生親子料理教室」

を６回、「お弁当づくり親子料理教室」を３回実施しました。 

「幼小連携親子料理教室」では、就学前の幼児とその保護者を対象に、幼稚園に隣接する小学校の家

庭科室を借りて料理教室を実施。包丁の持ち方指導なども行うことで、家庭においても食に興味を持ち、

子どもが活動できるよう工夫しました。 

「小学生親子料理教室」では、日本料理店の店主による和食講座を実施。本格的な一番だしの取り方

を中心に日本料理の作り方を学び、季節に応じた食材をふんだんに使った、だしの旨味あふれる料理を

親子で美味しくいただきました。 

「お弁当づくり親子料理教室」では、地域で活動する栄養士を講師として招き、中学生やその保護者

向けに、栄養バランスのとれたお弁当作りを体験してもらいました。お弁当が成長期の子どもにとって

大切な食事の一つであることや、当日作ったお弁当でどのくらいの栄養がとれるかなど、栄養士の視点

に立った話も交えながら、美味しく楽しいひとときを過ごしました。 

アンケートでは「子どもが食べず嫌いの食材にもチャレンジしていた」「家でもやってみようと思った」

「すごく勉強になって楽しかった。次も参加したい」「料理をしている人の大変さが分かった」といった

意見がみられ、食に関する興味・関心を高めるきっかけになったほか、美味しい料理と親子の交流を楽

しむことができ、参加者にとって大変充実した時間となったようです。 

 

 

  

コラム②   わくわく食育プロジェクト 

◩小学生親子料理教室の様子 

講師：「一汁二菜うえの」上野法男さん 

豊中市内などで料亭を営むプロの料理家

を講師としてお招きし、一番だしの取り方

や、だしを使った本格的な和食作りに挑戦

しました。 

食材の中には、穂
ほ

紫蘇
じ そ

や素麺
そうめん

瓜
うり

といっ

た、普段あまり家庭では使わないもの

もあり、アンケートでも、「新鮮な具材

やめずらしい野菜を使ったメニューで

とても美味しかった」という感想が寄

せられました。 
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コラム③ 食育フォーラム 

  
平成 25 年 11 月 2 日、豊中市環境交流センターで「”2013“食育フォーラム～今でしょう！知るこ

と・学ぶこと・進めること～」が開催されました。食育に関係する団体と一般市民の 49 人が参加し、

食育の今後の発展に向けて、食育のあり方や課題等を考え、共有する場となりました。 

フォーラムではまず、特定非営利活動法人「花と緑のネットワークとよなか」の理事長より、土壌

改良材「とよっぴー」の製造とその利用によって進展した資源循環の成立、地産池消の確立等の報告

があり、これを受け 6 人のパネラー（食育推進の行政関係者・学校関係者・給食関係者・保育園関

係者・農業者）による討論が行われました。 

討論の中では、子どもたちの作物栽培体験や、とよっぴー農園での農体験が、残飯を少なくしたり、

普段食べなかった野菜を食べることができるようになるなど、様々な活動が成果につながっていると

の報告がありました。また、給食への地場産作物の採用による地産池消の取り組みなども進められて

おり、それぞれの団体の取り組みが食育の広がりを進めていることが感じられました。 

一方、現在個々・別々に展開されている食育を連携し進めていくことや、食育を現場から家庭や地

域にどう広げていくかが今後の課題として挙げられました。 

参加者のアンケートには、「それぞれの立場の食育が聞けて大変勉強になった」「今後も継続して地

産池消や食育活動を進めてほしい」など、食育への関心の高さや期待感がうかがえました。また、参

加者からも活動の連携を願う声があり、課題解決に向けて、食育に携わる人と人との繋がりが今後よ

り一層求められていきそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   コラム③    食育フォーラム  

活動報告ののち、パネルディスカッションが

行われ、保健企画課からも、食育推進の行政関

係者として、管理栄養士がパネラーとして出席

しました。 

「第 2 期食育推進計画」の内容や市における取

り組みを説明したほか、「食べることから環境を

考えるためのプラスワンシート」（詳細は P6 参

照）を配布しました。 

◩当日の様子 

農業体験・学校菜園支援など、資源循環を基軸と

した諸活動について報告を行いました。(写真右) 

付帯事業として、ダンボール堆肥の実演 (同左)・ 

地場産野菜市場も実施しました。 
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Ⅱ．各事業の進行状況 
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1．基本目標別索引 

Ⅰ．食育に関する情報を正しく理解して、実際に行動しよう 

ａ．食に関する知識の普及・啓発や情報提供   ・・・・・P.30 

ｂ．食育に関する正しい理解の促進    ・・・・・P.36 

ｃ．危機管理に対する情報提供と啓発   ・・・・・P.40 

ｄ．食育推進運動の周知啓発    ・・・・・P.40 

Ⅱ．生活リズムを整え、バランスのとれた食生活を実現しよう 

ａ．幼年期における望ましい食習慣の形成   ・・・・・P.44 

ｂ．少年・青年期における食の自立に向けた支援  ・・・・・P.47 

ｃ．健康状態にあった食育の推進    ・・・・・P.49 

ｄ．調理技術や食に関する知識の習得   ・・・・・P.52 

ｅ．適切な食を提供するための環境整備   ・・・・・P.56 

Ⅲ．おいしく、楽しく、食事をしよう 

ａ．交流を深める場や食事をする機会の提供   ・・・・・P.59 

ｂ．楽しい食事の促進     ・・・・・P.60 

ｃ．食を通じた地域活性化の促進    ・・・・・P.62 

Ⅳ．食べる物、食べることを大切にしよう 

ａ．体験・機会の充実     ・・・・・P.63 

ｂ．環境教育・環境学習の推進    ・・・・・P.64 

ｃ．地産地消の推進     ・・・・・P.69 

Ⅴ．歯や口の健康を維持・増進しよう 

ａ．歯科疾患の予防     ・・・・・P.70 

ｂ．歯や口の健康づくりに関する情報提供と普及・啓発  ・・・・・P.71 

  



 

- 27 - 

 

2．所管別索引 

人権文化部     人権政策室 

     とよなか男女共同参画推進センターすてっぷ 【Ⅱ-d-8,9/Ⅱ-e-10】 

             豊中人権まちづくりセンター 【Ⅰ-b-1/Ⅲ-a-1,2】 

             蛍池人権まちづくりセンター 【Ⅲ-a-3】 

  政策企画部     広報広聴課【Ⅰ-a-1,2/Ⅱ-d-1/Ⅳ-a-1】 

  環境部       環境政策室【Ⅳ-b-1～5】 

    公園みどり推進課【Ⅳ-b-6,11～18,,20､21/Ⅳ-c-3】 

    減量推進課【Ⅳ-b-7,8】 

  市民協働部     コミュニティ政策室【Ⅰ-a-3,4】 

    消費生活課（くらしかん）【Ⅰ-a-5～15】 

  健康福祉部     地域福祉室【Ⅰ-a-16/Ⅰ-b-2】 

    障害福祉課【Ⅰ-a-17/Ⅱ-b-1～4/Ⅱ-c-1/Ⅳ-a-2】 

    高齢者支援課【Ⅱ-c-2】 

    保健企画課【Ⅰ-a-18/Ⅰ-c-4/Ⅰ-d-1~3,6/Ⅱ-d-2/Ⅱ-e-1,2/Ⅲ-c-1】 

    衛生管理課【Ⅰ-c-1,2,4】 

    保健予防課【Ⅰ-a-19/Ⅰ-b-3～8/Ⅰ-d-2/Ⅱ-a-1,2/Ⅱ-c-3～8,22/Ⅳ-a-3/ 

保健    予防課【Ⅴ-a-1,2/Ⅴ-b-1～4】 

    地域保健課【Ⅰ-a-34/Ⅰ-b-9～13/Ⅰ-d-14/Ⅱ-c-9～11,21/Ⅱ-e-3/Ⅴ-b-5】 

    保険給付課【Ⅰ-b-14,15】 

  こども未来部    保育幼稚園室【Ⅰ-a-20～23,25/Ⅰ-b-16～19,24/Ⅰ-d-8～10/Ⅱ-a-3,4/ 

   こども未来部    保育幼稚園室【Ⅱ-e-4,5,7/Ⅲ-a-4/Ⅴ-a-3】 

    保育所【Ⅰ-a-28/Ⅰ-b-25/Ⅱ-a-11,12/Ⅳ-b-10/Ⅴ-a-4】 

            保育所・保育園【Ⅰ-a-25,27/Ⅱ-a-6,7,10/Ⅲ-a-4/Ⅳ-b-9】 

            市立幼稚園【Ⅰ-a-25/Ⅰ-d-10,13/Ⅱ-a-6,10/Ⅲ-a-4/Ⅴ-a-4】 

             あゆみ学園【Ⅰ-a-25,27/Ⅰ-b-25/Ⅱ-a-6,7,10/Ⅳ-b-9】 

             しいの実学園【Ⅰ-a-25,27/Ⅱ-a-6,7,10/Ⅳ-b-9】 

  市立豊中病院    栄養管理部【Ⅰ-b-20/Ⅱ-a-5/Ⅱ-c-16～19】 

    看護部【Ⅰ-b-21】 

    緩和ケア委員会【Ⅱ-c-20】 

  上下水道局     経営企画課【Ⅱ-d-3】 

  消防本部      北消防署 予防広報課【Ⅰ-c-3】 
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  教育委員会     地域教育振興室【Ⅲ-b-1,2/Ⅱ-e-9】 

            読書振興課【Ⅰ-a-24/Ⅰ-d-4】 

            中央公民館【Ⅱ-c-14/Ⅱ-d-4/Ⅱ-e-6】 

蛍池公民館【Ⅱ-c-14/Ⅱ-d-5/Ⅱ-e-6】 

庄内公民館【Ⅱ-c-14/Ⅱ-d-6/Ⅱ-e-6】 

千里公民館【Ⅱ-c-14,15/Ⅱ-d-7/Ⅱ-e-6】 

       スポーツ振興課【Ⅰ-d-5】 

            青少年育成課【Ⅲ-b-3～5】 

教育推進室【Ⅰ-d-6,7/Ⅱ-b-10/Ⅲ-b-6/Ⅴ-a-3】 

             文化館チーム【Ⅱ-b-5/Ⅱ-c-12,13】 

            学校給食室【Ⅰ-a-27,29,30/Ⅱ-b-6～11/Ⅳ-a-6/Ⅳ-b-10】 

            小学校【Ⅱ-a-6,7,10/Ⅱ-b-9/Ⅲ-a-4/Ⅳ-b-9】 

   農業委員会事務局【Ⅳ-a-4,5,9/Ⅳ-c-1,4】 

   社会福祉協議会【Ⅰ-a-16,31～33/Ⅱ-d-10/Ⅲ-a-5～7/Ⅳ-a-8】 

  校区福祉委員会【Ⅲ-a-5～7/Ⅳ-a-8】 

  民生・児童委員【Ⅲ-a-5】 

  NPO 法人市民環境会議アジェンダ 21【Ⅳ-b-2,5】 

    花と緑のネットワークとよなか【Ⅳ-b-6,12～22/Ⅳ-c-3】 

  豊中市農業経営者協議会【Ⅳ-a-5】 

  とよなか市民公益活動協議体【Ⅰ-a-3】 

  豊中私立幼稚園連合会加盟幼稚園【Ⅰ-a-25～28/Ⅰ-b-22～24/Ⅰ-d-9,11～13/ 

豊中  私立幼稚園連合会加盟幼稚園【Ⅱ-a-6～11/Ⅱ-e-8/Ⅳ-a-7,8/Ⅳ-b-9/Ⅴ-a-3,4】 

  豊中市民間保育園連合会加盟保育園【Ⅰ-d-11/Ⅳ-a-7/Ⅴ-a-4】 

   老人クラブ連合会【Ⅱ-d-11,12/Ⅲ-a-8/Ⅴ-a-5】 

   健康づくり推進員会【Ⅰ-a-34/Ⅰ-d-14】 

   一般財団法人豊中市医療保健センター【Ⅰ-b-25】 

   豊中市学校歯科医会【Ⅱ-e-11/Ⅴ-a-6/Ⅴ-b-5】 

   (一社)豊中市歯科医師会【Ⅴ-a-6～8/Ⅴ-b-6～9】 

   豊中地域活動栄養士会トゥディ【Ⅱ-d-13】 

   とよなか消費者協会【Ⅱ-d-14/Ⅳ-c-2,4】 

   豊中商工会議所豊中市小売商業団体連合会事務局【Ⅱ-d-14】 

   市民レンゲまつり実行委員会【Ⅳ-a-9】 

   桜井谷あおぞら朝市運営委員会【Ⅳ-c-5】 

   豊中市地域雇用創造協議会【Ⅲ-c-2】  
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【事業等】 

  行 → 行政の取り組み 

  教 → 教育・保育の取り組み 

  地 → 地域社会の取り組み 

 

【対象世代区分】 

   幼年期（0～6 歳、就学前） 

   少年期（6～15 歳、児童・生徒） 

   青年期（15～24 歳） 

   壮年期（25～44 歳） 

   中年期（45～64 歳） 

   高年期（65 歳～） 

【今後の方向性】 

◎ → 充実（今後さらに積極的に取り組む予定） 

〇 → 継続（今後も同様に取り組む予定） 

△ → 縮小（規模などを縮小して取り組む予定） 

－ → 廃止（終了する取り組み） 

完  → 完了（単年度事業、期間の決まっている取り組みで完了するもの） 

 

3．平成 25 年度 食育関連事業取り組み一覧 

【凡例】 
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基
本
目
標 

基
本
方
針 

事業等 所管 
新
規
＊ 

妊
娠
期 

幼
年
期 

少
年
期 

青
年
期 

壮
年
期 

中
年
期 

高
年
期 

内容 25 年度実施状況 評価・考察 

今
後
の
方
向
性 

Ⅰ

 

食
育
に
関
す
る
情
報
を
正
し
く
理
解
し
て
、
実
際
に
行
動
し
よ
う 

ａ

 

食
に
関
す
る
知
識
の
普
及
・
啓
発
や
情
報
提
供 

1 行 広報とよなか 広報広聴課  

● ● ● ● ● ● ● 

月１回発行。全世帯と全事業所に配布し

ています。市の各種施策や事業計画、福

祉、環境、文化・スポーツなど市民に必

要な情報を提供しています。 

年間発行部数 2,322,400 部 

うち食育関連お知らせ記事 69 件 

継続して記事を掲載していき

ます ○ 

2 行 
ケーブルテレビ番組

「かたらいプラザ」 
広報広聴課  

● ● ● ● ● ● ● 

市広報番組「かたらいプラザ」を企画・

制作し、ケーブルテレビで放送していま

す。 

年間番組制作数 36 件 

うち食育関連の放送 2 件 

継続して告知等を実施してい

きます ○ 

3 行 
市民公益活動推進のた

めの情報提供 

コミュニティ政策

室、 

とよなか市民公益活

動協議体 

 

● ● ● ● ● ● ● 

（運営は、公募により市民公益活動団体

に委託）「市民活動情報サロン」（豊中

駅舎内）にて、市民の自主的・自発的な

社会貢献活動（市民公益活動）に関する

情報提供や相談等を実施しています。 

市民活動情報サロン来場者数 

5,179 人 

登録団体数 122 団体 

「食育」をはじめ、さまざまな

分野の市民公益活動への関心

を高め、活動のきっかけづくり

や市民団体どうしのつながり

づくりにつながっています。 

○ 

4 行 
市民公益活動推進助成

金 
コミュニティ政策室  

● ● ● ● ● ● ● 

分野を問わず、公募し、市民公益活動事

業に必要な経費の一部を助成。市民公益

活動団体の自律的・継続的な発展を支援

することにより、市内の市民公益活動全

体の推進を図る制度です。 

助成金交付団体数 6 団体 

助成金交付額 1,113 千円 

「食育」をはじめ、さまざまな

分野の市民公益活動団体が、助

成金を活用し、段階的に自立発

展しています。 

○ 

5 行 
技術・家庭科副読本「く

らしのノート」 

消費生活課 

（くらしかん） 

   

● 
    

消費者教育資料集（技術・家庭科副読本）

「くらしのノート」を作成し、学校現場

で活用を推進しています。豊中市食育推

進計画に関する記述あり。 

小学生版に食育推進計画に関する記

述あり。 

市内在学の小学５年生に配布 

小学生版 4,100 部発行 

食に関する情報を伝えること

ができました。 ○ 

6 行 生活関連物資課題調査 
消費生活課 

（くらしかん） 

 

● ● ● ● ● ● ● 

（とよなか消費者協会に委託） 

食料品、日用品等の生活関連物資につい

て、年３回テーマを決め市場調査を行っ

ています。 

年３回実施 

調査内容「みその品質表示などの調

査」「量目調査」等 

調査結果を情報配信し、食に関

する情報を伝えることができ

ました。 
○ 

7 行 くらしの情報 
消費生活課 

（くらしかん） 

 

● ● ● ● ● ● ● 
消費生活情報誌「くらしの情報」を発行

し、くらしかん及び市内公共施設で配布

しています。  

A４判８頁。3,000 部発行／回 

点字版 B５判両面 20 枚。11 部発行

／回  

各年４回 

食に関する情報を伝えること

ができました。 ○ 

8 行 
くらしかんのホームペ

ージ 

消費生活課 

（くらしかん） 

 

● ● ● ● ● ● ● 

平成 14 年度に生活情報関連システム（く

らしネット）を大幅に見直し、くらしか

んホームページ(くらしネット)により、消

費生活情報を提供しています。 

平成２０年度より市ホームページの

一部に入り形式がリニューアルしま

したが、引き続き消費生活情報を提

供しました。 

総利用件数 47,344 件 

食に関する情報を伝えること

ができました。 ○ 

平成 25 年度  食育関連事業取 り組み一覧 
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基
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目
標 

基
本
方
針 

事業等 所管 
新
規
＊ 

妊
娠
期 

幼
年
期 

少
年
期 

青
年
期 

壮
年
期 

中
年
期 

高
年
期 

内容 25 年度実施状況 評価・考察 

今
後
の
方
向
性 

Ⅰ

 

食
育
に
関
す
る
情
報
を
正
し
く
理
解
し
て
、
実
際
に
行
動
し
よ
う 

ａ

 

食
に
関
す
る
知
識
の
普
及
・
啓
発
や
情
報
提
供 

9 行 くらしかん祭り 
消費生活課 

（くらしかん） 

 
 ● ● ● ● ● ● ● 

①消費者問題等を楽しく学んでもらうこ

とを目的に毎年統一テーマを決め、様々

な催しをくらしかん全体で行う消費者啓

発イベントを開催しています。 

②平成１０年度からくらしかん登録グル

ープとともに実行委員会体制で企画運営

をしています。  

協力団体 22 団体（くらしかん登録

グループを除く） 

参加者数 973 人 

食に関するブースを設けてい

るので、食育を推進することが

できました。 
○ 

10

 

行 
子どもの消費者教育講

座 

消費生活課 

（くらしかん） 

 
 

 
 

 
 ● 

 
 

 
 

 
 

 
 

小学生対象の消費者問題啓発講座の中で

食に関する講座を実施しています。 

生活情報ひろば事業の中で子ども向

け講座を実施。 

調理実習等の講座で、食育に関

する啓発ができました。 － 

11

 

行 くらしの教員セミナー 
消費生活課 

（くらしかん） 

 
 

 
 

 
 

 
 ● ● ● 

 
 

小中学校技術家庭科教員対象の消費者問

題啓発講座（年 2～３回）を実施していま

す。 

４回実施。（内食育関係２回） 

小中学校の教員向けに、学校に

おける消費者教育を推進する

ことができました。 
○ 

12

 

行 消費者啓発講座 
消費生活課 

（くらしかん） 

 
 ● ● ● ● ● ● ● 

①消費生活セミナー：消費生活の基礎知

識を学ぶ講座  

②消費者月間行事：消費者月間の５月に

内閣府の統一テーマに沿って啓発事業を

実施しています。 

③学校向けに啓発講座を開催していま

す。  

①消費生活セミナー：２回（内食育

関係０回） 

②消費者月間行事：１回（内食育関

係０回） 

③学校における啓発事業 85 回（１

クラス１回でカウント）3,191 人（内

食育関係 34 回 1,025 人） 

食生活全般に関する講座を実

施し、食育を推進することがで

きました。 
○ 

13

 

行 くらしの研究発表会 
消費生活課 

（くらしかん） 

 
 ● ● ● ● ● ● ● 

くらしに関する問題について、調査・研

究をしている消費者グループなどに発表

の機会の提供を毎年行っています。 

発表団体は 3 グループ、「くらしか

ら提案！2013」を発行 

今回は食に関する研究発表が

2 テーマあり、食に係る知識を

深めることができました。 
○ 

14

 

行 
生活情報ひろば事業

（市民啓発業務等） 

消費生活課（くらし

かん） 

 
 ● ● ● ● ● ● ● 

（とよなか消費者協会に委託）平成 18 年

8 月に制定した「豊中市の消費者のくらし

を守る条例」に基づいて開設した「生活

情報ひろば」において、くらしかん登録

グループ主体による消費者啓発講座・展

示等の中で、食に関する講座・展示を開

催しています。 

パネル展 4 回「食の安全・安心」

他地産地消イベント 12 回講座 

２６回「お魚屋さんが教える魚の捌

き方教室」「元気な食卓」等 

くらしかん登録グループの特

色を生かした食に関する講座

やパネル展示を実施し、食育を

推進することができました。 

○ 
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15

 

行 消費者活動の支援 
消費生活課 

（くらしかん） 

    

● ● ● ● 

消費者団体について、登録制を実施し、

定例会の運営や事業（リユースバザー・

くらしかん祭り・講座等）を市と協働で

行うことにより、活動の促進支援を図っ

ています。また、使用申込を一般申込の 3

か月前から 6 か月前に優遇し、また「生

活情報ひろば」を活動・交流の場として

提供して活動の支援を行っています。 

登録グループ 11 団体 

くらしかん登録グループの特

色を生かした食に関する講座

やパネル展示を実施し、食育を

推進することができました。 

○ 

16

 

行 
ふくしねっと とよな

か 

地域福祉室、 

社会福祉協議会 

 

● ● ● ● ● ● ● 

豊中市の福祉や健康に関する行政サービ

ス情報をはじめ、ボランティアなどの地

域福祉活動情報、介護保険や福祉関連の

民間事業者情報などを市のホームページ

に掲載しています。 

リクエスト総数 1,101,748 

訪問数 341,101 

訪問者数 136,423 

アクセス数は増加傾向にある

が、昨年度はふくしねっととよ

なかが抱える課題を整理し、今

後のあり方について実務担当

者および所属長会議を開催し

ました。 

その結果、平成 26 年度末をも

って市 HPへの移行が決定しま

した。 

◎ 

17

 

行 

市立障害者通所施設等

での給食の献立表と給

食だよりの配布 

障害福祉課     

● ● ● 
 栄養士による食育に関する情報を掲載し

ています。 
毎月１回 

利用者や家族から食育に関す

る情報や料理のレシピがわか

りやすいとの意見をいただき

ました。 

○ 

18

 

行 
ホームページ 

「栄養・食生活」 
保健企画課  

● ● ● ● ● ● ● 

健康づくりを支援する環境づくりを目的

に平成 18 年 6 月に立ち上げ、生活習慣

病予防のためのメニューの提供、食育に

関する情報の発信、「とよなかの自慢料

理」の紹介等を行っています。 

従来のページに加えて、25 年度か

らは「とよなかの自慢料理」ページ

を立ち上げ、市内にある特定給食施

設やそれに準ずる施設で提供され

ている給食の中から、各施設のおす

すめメニューをお知らせしていま

す。また、給食を作っている人の思

いや様子もお伝えしています。 

「とよなかの自慢料理」は

Facebookでも紹介されている

など、広く情報提供ができてい

ます。今後も積極的に活用して

いきます。 

◎ 

19

 

行 
「食事バランスガイ

ド」の啓発 
保健予防課  

● ● 

  
● ● ● 

食育講座などにより食事バランスガイド

の啓発を行っています。 
随時実施 

「食事バランスガイド」を参考

に食生活を行う人を引き続き

増やしていきます。 
○ 
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20

 

行 情報誌等の発行 保育幼稚園室  

● ● 
     

妊娠がわかってから就学前までの子育て

情報を掲載した「子育てサービスガイ

ド」、公立保育所・民間保育園・私立幼

稚園・子育て支援センターの情報を掲載

した子育てマップ”てくてく”を発行し、

離乳食講座・食の講座の情報を提供して

います。  

同左 

各支援センターなどに設置。赤

ちゃん訪問でも情報誌を配布

し、市民に活用してもらってい

ます。 

○ 

21

 

行 
子育て支援ホームペー

ジの充実 
保育幼稚園室   

● 
     

豊中市ホームページにおいて、子育てに

関するさまざまな情報を公開するととも

に、最新情報を定期的に更新しています。 

同左 
毎月更新を行うことで、全体の

連携をとってきました。 ◎ 

22

 

行 
子育て支援センターほ

っぺ事業 
保育幼稚園室  

 

 
 ● 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

①地域子育て支援センターを統括する中

核施設として、子どもの視点に立った子

ども施策の企画調整、子育ち・子育て情

報の受発信や相談、子育て講座(手づくり

おやつ講座）、地域の子育て支援する人

材の育成等を行い、さまざまな子育ち・

子育て支援活動をサポートしています。  

②地域福祉計画の保健・福祉・医療の関

係機関と連携して全市的な子育て支援の

ネットワークづくりを進めています。 

育ちの講座(1・2・3 歳)                 

年  各２～4 回 

離乳食の悩みから始まって、食

に関する悩み(好き嫌いや食事

の量など)の相談が多いので、

丁寧に対応するとともに保護

者同士での意見交換を行う場

を作って保護者の不安を解消

してきました。 

○ 

23

 

行 
地域子育て支援センタ

ー事業 
保育幼稚園室  

 

 
 ● 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

①16 ヶ所の地域の子育て拠点施設とし

て、子育て相談、情報提供、子育てサー

クルの育成、遊びや交流の場の提供等を

行っています。  

②地域支援保育士とともに、「地域福祉

ネットワーク会議子ども部会」を運営、

住民や関係機関・団体との連携のもと地

域の子育てネットワークづくりに取り組

んでいます。 

地域子育て支援センター食育講座

開催 

各１～２回 

保育所内の支援センターなの

で、調理の方の協力のもと実践

に対応した食の提供を行うの

で、参考になったという声が多

く聞かれた。 

○ 
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24

 

行 
関連資料提供、読書振

興 
読書振興課・図書館  

● ● ● ● ● ● ● 

①食育に関する図書や資料・情報の収集

と提供・相談を行っています。 

②食育への関心を深めていくため関連資

料の展示などを行っています。 

岡町・千里・野畑・高川・蛍池図書

館で食に関するテーマ本の展示を

行いました。また、豊中市立図書館

パスファインダー（テーマ別に資料

や情報を検索するための手順をま

とめたパンフレット）「検索ナビ 

食育・食の安全」を改定し、新しい

情報に差し替えました。保育所・幼

稚園・小学校・中学校などに「平和」

「いのち」のテーマ本の貸出を行

い、食の大切さについて理解する機

会を提供しました。 

他部局の「こんなテーマの本を

集めて貸出してほしい」「こん

なデータがほしい」というご要

望に、できる限り応えていきま

す。 

○ 

25

 教 

食に関する情報発信

「簡単おいしいクッキ

ング」「ぴよぴよ（離

乳食の進め方）」「食

育だより」等 

各保育所・園、幼稚

園、保育幼稚園室・

あゆみ学園・しいの

実学園、豊中市私立

幼稚園連合会加盟幼

稚園 

  

● 

     

レシピや食べ物に関する情報などを通じ

て、保護者に食育の重要性を伝えていま

す。 

随時配布 

献立表の中に記載食材紹介や季節

の行事などを知らせています。 

毎月の給食予定献立表の余白に食

に関する情報（食材紹介や季節の行

事など）を記載 

保育所・園で実施しているメニ

ューは親しみやすく簡単に作

れるレシピ等は好評です。 

献立表の一部として保護者に

関心をもってみていただいて

いる。 

○ 

26

 教 

保護者向けに発行する

通信 

豊中市私立幼稚園連

合会加盟幼稚園 

  

● 

     栄養士等による食育に関する記事を掲載

しています。 
給食だより、園だよりに掲載。 

保護者に関心をもって見ても

らっている。 ○ 

27

 教 

給食の献立表等の保護

者への配布 

各保育所・園 

あゆみ学園・しいの

実学園 

豊中市私立幼稚園連

合会加盟幼稚園 

  

● ● 

    毎月給食予定献立表を配布。 
月 1 回配布（アレルギーの園児に

別メニュー配布） 

献立を伝えることで家庭での

食事にも役立つ。児童及び保護

者の食物アレルギーの対応に

も活用しています。 

管理栄養士作成の成分付献立

表は特に評価されました。 

バランスのよいメニューの提

案にもなり、アレルギー対応に

も有効。 

○ 

学校給食室    

● 

    毎月給食予定献立表を配布。 
月 1 回約 20,000 枚×11 ヶ月分配

布 

献立を伝えることで家庭での

食事にも役立つ。児童及び保護

者の食物アレルギーの対応に

も活用しています。 

○ 
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28

 教 保育所地域活動事業 

各保育所 

豊中市私立幼稚園連

合会加盟幼稚園 

 

● ● ● ● ● ● ● 

所庭開放、誕生会、発育測定、年間行事、

高齢者との世代間交流、育児講座、赤ち

ゃんサークル等を行っています。 

地域の子育て家庭対象に所庭開放

（毎日）。 

誕生会・発育測定（月１回）。 

保育所行事に参加案内、世代交流

随時、講座、サークル活動の定期

的実施（毎月） 

親子体操（概ね毎月１回実施）な

ど。 

安心して遊べる場所であり、情

報交換や相談等で継続して来

られる方が多く地域に果たす

役割は大きいです。 

園庭開放は園を知っていただ

くよい機会で、子育て相談を受

けたり、同年代の子どもをもつ

保護者の交流の場になってい

る。誕生会での親の給食試食会

は好評。 

○ 

29

 教 

教室向け給食だより「も

ぐもぐ」、栄養メモ 
学校給食室    

● 

    

毎月、教室掲示用に低学年、高学年別に

給食だより「もぐもぐ」、献立カレンダ

ー、栄養・食品に関する一口メモを発行

しています。 

月 1 回各クラス１枚ずつ配布、1

口メモは４～５種類配布 

献立を通して、栄養に関する知

識や食育情報の提供の場とし

て実施しています。 
○ 

30

 教 お弁当づくりの冊子 学校給食室    

● 

    お弁当づくりの冊子を６年生児童に配布

しています。 
6 年生児童数約 4,000 部配布 

児童が中学入学後、自分でお弁

当を作ることができるように、

食育推進計画を反映した内容

で実施しています。 

○ 

31

 

地 子育てサロン 社会福祉協議会   

● ● 

    

親の出会いの場・学習・交流の場づくり

として、校区福祉委員会と民生・児童委

員が連携して実施。食育に関する相談も

行っています。 

527 回/16884 人 継続実施 ○ 

32

 

地 ふれあいサロン 社会福祉協議会  

● ● ● ● ● ● ● 

なかまづくり・健康増進、いきがいづく

りの場として開催校区福祉委員会民生・

児童委員が連携して実施。食育に関する

相談も行っています。 

1329 回/19856 人 継続実施 ○ 

33

 

地 地域子育て支援事業 社会福祉協議会   

● 

     

①わいわい子育てミーティングを開催し

ています。 

②子育てサークルマップを作成していま

す。 

③校区福祉委員会での子育て支援活動

（小地域福祉ネットワーク活動） 

を進めています。 

①１回 25 人 

②6000 部発行 

③38 校区で開催 527 回  

のべ参加者数 16884 人 

継続実施 ○ 
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 34

 

地 健康教室 
健康づくり推進員会 

地域保健課 

 

● ● ● ● ● ● ● 

健康づくり推進員がその居住する小学校

区において、豊中市（地域保健課）と協

力して実施する健康教室で、食育や口の

健康に関するテーマも取り上げていま

す。校区福祉委員会・公民分館・老人会

等と共催したり、講師を市や保健所の専

門職員以外に地域住民にお願いしたり、

小学校や地区会館で行ったりと、地域に

密着して行っています。 

校区健康教室 56 回開催 

参加数 1,469 名  

 うち、食育に関するテーマ 10

回開催 

参加数 310 人 

健康に関する情報を地域で展

開する役割を担う団体として、

各校区での健康教室の企画・開

催は役割を果たしていると考

える。 

○ 

ｂ

 

食
に
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る
知
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の
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1 行 子育て・教育相談 
豊中人権まちづくり

センター 

  

● ● 

    

①子どもに関する相談全般を行っていま

す。 

②学校、家庭、地域における生活の相談

事の解決を支援しています。 

生活習慣（特に食事）の大切な部

分も伝えながら、相談支援を行い

ました。 

 

相談回数 159 回 

相談者数 159 人 

深刻なケースほど、生活習慣

面、食生活が乱れてくるため、

見直せるような助言等が行え

る機会は貴重と考えています。 

○ 

2 行 福祉なんでも相談窓口 地域福祉室  

● ● ● ● ● ● ● 

（社会福祉協議会に委託） 

校区の福祉委員会と民生・児童委員が連

携して「福祉なんでも相談」を実施して

います。 

相談件数 403 件 36 か所 週 1 回程度開催 ○ 

3 行 
食生活自己点検票の作

成 
保健予防課 ＊ ● ● ● ● ● ● ● 

食育に関するイベントや取り組みに、地

域の団体でも誰でもが使えるようにとの

ご意見をいただき作成。問いを読んで○

を付けることで簡単に食生活の点検がで

きます。 

24 年度で完了  完 

4 行 
母子健康手帳交付時の

指導 
保健予防課  

● 

      

母子健康手帳交付時において、食に関す

る知識の普及や相談に応じています。平

成 22 年度からは 3 拠点の保健センター

での発行になり、全ての妊婦に専門職で

発行しています。 

母子健康手帳交付数 3209 件 

全ての妊婦に専門職で発行し、

妊娠中の食事やお口の中のこ

となどについて伝えています。

支援の必要な人を早期に発見

し支援開始の機会となってい

ます。 

○ 

5 行 
妊産婦・乳幼児等電話面

接相談 
保健予防課  

● ● 

     

①妊産婦・乳幼児の保護者等の電話等に

よる相談に対して、保健師、栄養士、歯

科衛生士、助産師等が相談に応じていま

す。 （平成 22 年 6 月から「妊娠出産子

育て総合相談窓口」を開設し、関係機関

との連携もはかります） 

②健診後に育児状況など確認が必要と思

われる対象者に対し保健師等から電話に

よる保健指導を行っています。 

随時実施 延べ 8937 件 

社会問題化している育児不安

や虐待予防の取り組みのひと

つとして必要性が高いと評価

しています。 

○ 
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6 行 育児相談 保健予防課   

● 

     

①各健診や電話相談などで相談を希望し

たり、必要と思われる対象者に案内し、

３会場で１～２回／月ずつ実施。 保健

師・栄養士・保育士が相談に応じます。 

②地域の校区福祉委員会や保育所などと

連携した地区育児相談を実施していま

す。 

①育児相談 開催回数 47 回 参加

者数延べ 331 人 

②地区育児相談 開催回数 130

回 参加者数 延べ 720 人 

子育て環境の変化に伴う育児

不安や孤立化する親子の増加

が考えられる中で、育児に関係

する相談の場が必要とされて

います。 

○ 

7 行 
妊産婦・乳幼児等訪問指

導 
保健予防課  

● ● 

     

必要と認められた人に対し保健師または

助産師・栄養士等が家庭訪問を行い、個々

の状態に応じた保健指導や必要な援助を

行っています。 

訪問件数 延べ 4912 人 

訪問指導は、乳幼児及びその保

護者のみならず家族全体の援

助も可能となり、家庭の状況に

あわせた家族全体の健康に寄

与することができます。 

○ 

8 行 

4 か月児・1 歳 6 か月

児・3 歳 6 か月児健診時

の保健指導 

保健予防課   

● 

     

①4 か月児健診では、第 1 子に対して離

乳食などについて集団指導を実施してい

ます。また、栄養士や保健師などによる

個別の相談や保健指導も行なっていま

す。 

②1 歳 6 か月児健診及び 3 歳 6 か月児健

診では、栄養士や保健師などが相談や保

健指導を行っています。 

①4 か月児健康診査 開催回数 

48 回 受診者数 3612 人 

②1歳6か月健康診査  開催回数 

48 回 受診者数 3550 人   

3 歳 6 か月健康診査 開催回数 

30 回 受診者数  3276 人 

健診では疾患や障害の早期発

見、育児支援の必要な人を支援

につないでいます。また情報提

供を行なう場であり、食育推進

のために活用できる場と考え

ます。 

○ 

9 行 健康相談 地域保健課      

● ● ● 

生活習慣病予防・介護予防・歯・栄養・

心など健康に関する相談に電話や面接で

応じています。 

①面接相談（糖尿病、病態別食生活、歯

科、リハビリ相談など） ②電話相談 

1037 回 2361 人   
食に対する相談に対しては、各

専門職で対応している。 
○ 

10

 

行 
骨粗しょう症検査時の

保健指導 
地域保健課     

● ● ● ● 
18 歳以上の女性を対象に、骨密度測定

（集団検診）を行っています。 

○超音波によるかかとの測定 

骨密度測定 1015 人  
受診率に大きな変化はありま

せんでした。 ○ 

11

 

行 訪問指導 地域保健課      

● ● ● 

保健師・理学療法士・作業療法士・歯科

衛生士・栄養士が家庭を訪問し、介護や

療養方法、健康管理に必要な事項を指導

しています。 

訪問 実 59 人 延 250 人 

専門職による訪問指導で対象

に合った指導ができました。食

に関する問題は常に付随して

います。 

○ 
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12

 

行 特定健診 地域保健課      

● ● ● 

平成 20 年度より医療保険者に、被保険者

及び被扶養者（いずれも 40 歳～74 歳）

を対象とする健診・保健指導の実施が義

務付けされました。豊中市国民健康保険

加入者を対象に実施しています。 

特定健診 20482 人 

（受診率 27.4％） 

健診の受診によりメタボリッ

クシンドロームの発見などを

図ってきました。未受診者への

再勧奨に努めていますが、受診

率は低迷しています。 

◎ 

13

 

行 特定保健指導 地域保健課      

● ● ● 

特定健診を受診した結果、メタボリック

シンドロームやその予備群と判定した人

に対して、生活習慣を振り返り、その改

善につなげるための特定保健指導を実施

しています。 

動機づけ支援 350 人、積極的支援

46 人、計 396 人（受診率 18.6％） 

メタボリックシンドロームの

解消や予防のための指導を行

いました。より多くの対象者に

参加してもらえるように、H25

年度から内臓脂肪測定会を開

催しています。 

◎ 

14

 

行 
骨密度測定時の保健指

導 
保険給付課     

● ● ● ● 

健康展参加市民を対象に、市民が自己の

健康管理をするための支援として骨密度

測定及び保健師による指導を実施してい

ます。 

開催回数 １回 参加者数 ２２

１人 

市民が自己の健康管理をす 

る為の支援が出来ています。 ○ 

15

 

行 
人間ドック受診時の保

健指導 
保険給付課      

● ● ● 

人間ﾄﾞｯｸ受診対象者（20 年度より 30 歳

以上 74 歳以下）に対し、医療機関が個別

指導を実施しています。 

人間ドック１,３４８人 脳ドッ

ク１１２人                  

セット（人間ドック＋脳ドック）

１,１００人 

医療機関が個別指導をする 

ことによって疾病の予防、 

健康管理をするための支援が

できています 

○ 

16

 

行 
放課後こどもクラブで

の指導 
保育幼稚園室    

● 

    

放課後、帰宅しても保護者が仕事などで

家庭に不在の市立小学校の 1 年生から 4

年生（支援学級在籍の児童及び本市に居

住する支援学校在籍の児童は 6 年生）ま

での児童の健全育成をはかっています。 

放課後こどもクラブの全日開設日

の弁当時に、食事マナーや食べ物

を大切にし残さず食べるなどの偏

食改善等の指導をおこないまし

た。また、友達と楽しく食べる中、

食べ物と身体づくりがつながって

いることに気づくよう指導しまし

た。 

友達と楽しく食べる中、残さず

食べることの心地よさを感じ、

食べ物と身体づくりがつなが

っていることがわかり、食を話

題にする姿も見られました。 

○ 

17

 

行 育児支援家庭訪問事業 保育幼稚園室   

● 

     
児童の養育支援が必要でありながら、自

ら支援を求めて行くことが困難な状況に

ある家庭に対して、家庭に訪問し育児に

関する相談や助言等の支援を行っていま

す。 

育児支援家庭訪問回数 85 回 

個々への相談・助言を行い、必

要な家庭への支援のきっかけ

作りを行い、関係機関との連携

に結び付けました。 

○ 

18

 

行 
子育て支援センターの

相談事業 
保育幼稚園室   

● 

     

育児、食育、健康などについての相談指

導（電話、面接、訪問、出前相談）を子

育て支援センター・地域支援保育士が行

っています。 

ほっぺ相談件数 2,023 件 

地域子育て支援センター相談件数 

18,791 件 

こんにちは赤ちゃん訪問で相

談窓口等の子育て情報を伝え、

子育ての悩みに助言を行い、不

安の軽減につなげました。 

○ 
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19

 

行 
こんにちは赤ちゃん事

業 
保育幼稚園室   

● 

     

生後 4 ヶ月までの乳児のいる全ての家庭

を訪問し、授乳状況など親子の心身の状況

の把握、および助言を行う。また、子育て

に関する情報提供を行う。 

訪問対象者数   3,775 人 

対象者へ情報提供を行った後

に、近くの支援センターやサ

ロンに出向く、低年齢の親子

(0 歳児)の利用が増えてきて

いる傾向が見られます。 

○ 

20

 

行 個人栄養食事指導事業 
市立豊中病院栄養管

理部 

 

● ● ● ● ● ● ● 

医師の指示による、疾病別の個人栄養食事

指導を行っています。 
指導人数 1283 名 

医師の指示のもと、個人に即

した栄養相談を継続してい

く。 
○ 

21

 

行 
ふれあい看護での相談

事業等 
市立豊中病院看護部  

● ● ● ● ● ● ● 

①看護の日イベントを行っています。 

②栄養管理部では各種生活習慣病の食事

による予防及び治療についてのパネル展

示、骨密度測定･血糖測定･体脂肪測定後の

異常値が出た方への無料栄養相談などを

行っています。 

開催回数 １回。相談人数 24 人 

今年度のテーマは「認知症」。 

嚥下障害の食事を体感してい

ただくため、トロミ水を展示

した。また希望者へ栄養相談

を行った。一般の市民さんへ

年度ごとのテーマにあわせた

食事の啓発活動ができた。 

○ 

22

 

教 
地域に開かれた幼稚園

づくり事業での相談等 

豊中市私立幼稚園連

合会加盟幼稚園 

  

● 

     私立幼稚園における「子育て支援事業」(育

児・教育相談など)を実施しています。 

キンダーカウンセリングの実施。

園庭開放時の相談等。 
好評。 ○ 

23

 

教 育児相談・就学前相談 

保育幼稚園室 

豊中市私立幼稚園連

合会加盟幼稚園 

  

● 

     

公立幼稚園を会場に、地域の子育て中の

保護者を対象にした専門家による相談事

業を実施しています。 

随時実施 

専門家による相談を実施 

幼稚園においては、食育につ

いての相談よりも心身の発達

やしつけ・進学に向けての相

談が多くなってきています。 

地域の子ども達にも伝えてい

ます。 

○ 

24

 

教 ふれあい子育て相談 

各保育所・あゆみ学

園・豊中市私立幼稚

園連合会加盟園 

  

● 

     子育てに関する電話相談と来所（園）に

よる相談を行っています。 

随時対応 

キンダーカウンセリング巡回指導

員による育児相談や未就園児来園

日に電話よる相談実施相談 

発達・育児相談を園内のみならず

地域にも広報し受付けた。 

各々の状況に合わせたアドバ

イスにより育児不安が軽減さ

れている。 

あまり多くの利用者はなかっ

たが充実はしていた。 

◎ 

25

 

地 電話・面接健康相談 
一般財団法人豊中市

医療保健センター 

 

● ● ● ● ● ● ● 
電話もしくは面接で、健康に関する相談

に対応しています。相談の対応は、医師

会・歯科医師会及び薬剤師会の会員が行

い、食育や口の健康に関する内容も相談

できます。 

市民健康展会場での相談では、栄養相談

の窓口も設けています。 

8 科目健康相談 実施回数 5 回 

相談件数 70 件 

14 科目健康相談（市民健康展で実

施） 相談件数 153 件 

幅広い年齢層、相談内容に対

応し、利用者からも概ね良い

評価を得ている。 
◎ 
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1 行 
食中毒予防街頭キャ

ンペーン 
衛生管理課     

● ● ● ● 

食品等事業者や消費者団体と協力し、食中

毒多発シーズンを前に街頭キャンペーン

を実施し、広く市民に食中毒への注意喚起

を行っています。 

H25.7.2 豊中市役所前から阪急

岡町駅周辺にて実施しました。 

参加者 800 名 

街頭キャンペーンは、食に興

味のない方にも情報提供でき

る機会となっています。 
○ 

2 行 
小学 1 年生向けリーフ

レットの配付 
衛生管理課    

● 

    

食中毒予防の 3 原則の周知と、食肉の生食

を避け、十分加熱して食べるよう啓発を行

っています。 

H25.6.19 市内公立、私立小学校

の１年生へ配布し、食中毒予防の

啓発を実施しました。 

作成数 4,200 枚 

毎年度、大阪府の豊能、北摂

地域の１年生を対象に、共通

のリーフレットを用いて食中

毒予防の知識普及に努めてい

ます。 

○ 

3 行 

第３回女性防火クラブ

研修 学ぶ・作る・非

常食 

北消防署予防広報課 ＊ 

    

● ● ● 

管理栄養士さんを講師に迎え、家庭におけ

る食に関する正しい知識、食の選択及び食

生活を送るための食育と、災害時における

身近な非常食の作り方を45名のクラブ員

が学んだ。 

24 年度で完了   完 

４ 行 

食育推進のための安全

安心ハンドブックⅡの

発行 

保健企画課 

衛生管理課 ＊ ● ● ● ● ● ● ● 

食中毒を予防し、安全で安心な食育活動を

継続的に行っていただくために作成しま

した。地域のお祭りや、イベントなどで模

擬店を出店するとき、調理実習をする時な

どに活用できます。 

庁内関係各課を中心に、市民の方

にも配布しました。 

食中毒予防及び継続的な食育

活動に向けて、今後も必要に

応じて配布します。 
○ 

ｄ

 

食
育
推
進
運
動
の
周
知
啓
発 

1 行 食の育みフォーラム 保健企画課     

● 

  

● 

食育推進計画の周知のため、市民に身近な

テーマでフォーラムを開催しています。 

健康づくり推進員会と共催し、「ま

さかの時の食育を考える」と題し

て、食育から防災を考えることで、

減災につなげていくことをめざし

たフォーラムを開催しました。 

参加者 134 人 

食育の目標からテーマを選

び、年ごとにライフステージ

に応じた内容でフォーラムを

開催、食育に関係する部署、

団体、機関とも共催し連携し

て行ったことは評価に値する

と考えています。 

◎ 

2 行 
「食育月間」「食育の

日」の啓発 

保健企画課 

保健予防課 

 

● ● ● ● ● ● ● 

毎年 6 月を食育月間、毎月 19 日を食育の

日として啓発を行っています。 

食育に関する講座の中で食育月

間・食育の日の周知を行いました。 

引き続き、市民が食育に関心

を持ち取り組みやすくするた

めの取り組みをすすめます。 
○ 
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3 行 
食育プラスワンシート

の作成・配布 
保健企画課 ＊ ● ● ● ● ● ● ● 

第 2 期食育推進計画を市民の方に実践

していただけるよう、「ほんの少しの

取り組みから始めましょう」という思

いを込めてプラスワンシートを作成・

配布しています。 

【プラスワンシートの作成】 

○食育プラスワンシート…大本に

なるシート。「基礎編」と呼んでい

ます。 

○防災用シート…備蓄品一覧など

を掲載。調査粗品（防災グッズ）に

同封して配布したほか、感染症の流

行時にも使用できるように内容を

工夫しました。 

○3～5 歳の子どもの歯の健康に関

するシート…保育施設を通じて各

家庭に配布。また保育施設職員向け

の研修等でも配布しました。（協

力：保健予防課、私幼連、民保連、

市歯科医師会） 

 

【他部局・団体等のチラシの裏に印

刷】 

○サプリメントについてのQ&Aち

らしの裏（協力:市薬剤師会） 

○幼児のための手洗いリーフレッ

トの裏（協力：市薬剤師会） 

○農業祭のチラシの裏（協力：農業

委員会事務局）※プラスワンシート

には大根のレシピも掲載 

シートの内容について他の部

局と検討したり、食育や健康づ

くりに関するシートをチラシ

の裏に印刷させていただくこ

とで、複数の部署や関連団体と

協働して食育事業を実施する

環境の整備につながっている

ほか、関心の薄かった層にも食

育という単語を知っていただ

く機会になっていると感じて

います。 

食育を実践していただくため

のツールとして、今後も広く活

用していきます。 

◎ 

4 行 
食育コラボ～みんなで 

は・は・は 
読書振興課・図書館   

● 

 

● ● ● ● 

乳幼児向けに歯科衛生士によるお話と

図書館職員によるおはなし会を行いま

す。成人向けには口腔機能の講座と関

連本の紹介を行います。関連本や絵本

の貸出も行い、お口の健康に関する個

別相談の時間も設けます。 

岡町・千里・野畑・東豊中・高川・

蛍池図書館で、乳幼児対象「食育コ

ラボ～みんなで は・は・は」とし

て、保健予防課の歯科衛生士のお話

と図書館職員によるおはなし会・関

連本の展示・貸出を行いました。服

部図書館では成人対象に口腔機能

の講座と関連本の紹介・展示・貸出

を行いました。 

昨年度に引き続き、乳幼児対象

の歯のお話・個別相談は参加者

も多く、好評でした。成人対象

の講座は、PR 不足かまだ認知

度が低かったようで、参加者は

少なかったものの、参加された

方のアンケートの満足度は高

く、今年度も実施予定です。PR

も今後の課題として改善を図

っていきます。 

○ 

5 行 体育の日の事業 スポーツ振興課   
● ● ● ● ● ● 

体育の日の事業による健康啓発等の実

施をしています。 

新体力測定、健康測定（骨密度測定

等）の実施 参加人数 693 人 

子どもから高齢者までが参加

でき、スポーツを通じて食育を

考える機会となっている。 
◎ 
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6 教 
小学生メニューコンテ

スト 

教育推進室 

保健企画課 

   

● 

    

保健所と教育推進室の共催で、小学

5・6 年生からメニューを募集してコ

ンテストを行い、入賞・入選作品メニ

ューを市の小学校給食献立や食育推進

事業に活用しています。 

夏休みに実施。3087 人から「栄養

バランスがよい」「おいしい」「作

りやすい」などの工夫がされたメニ

ューの応募がありました。(入賞 6

人、入選 6 人) 

夏休みに実施するため、多くの

応募があります。 

また、入賞作品の学校給食採

用、給食だより等での紹介によ

り、学校関係者・保護者に認知

されるようになってきており、

学校、家庭における食育の推進

が可能と考えています。 

◎ 

7 教 

学校における「食に関

する指導の全体計画」

の策定 

教育推進室    

● 

    

①各校の定める「食に関する指導の全

体計画」に基づき指導します。 

②「食に関する指導の手引き」を活用

した指導、教科・領域などにおける食

に関する指導、給食時間における食に

関する指導などを進めています。 

①各校の定める食に関する指導の

全体計画に基づき指導しました。 

②「食に関する指導の手引き」を活

用した指導、教科・領域などにおけ

る食に関する指導、給食時間におけ

る食に関する指導などを進めてき

ました。 

各校において、食に関する指導

の全体計画を中核とした食育

の推進は重要であると考え、全

体計画の見直し・改善にむけた

指導を今後も進めていきます。 

○ 

8 教 食育目標の作成 保育幼稚園室   

● 

     

「豊中市食育推進計画」「改定保育所

保育指針」を踏まえた豊中市立保育所

の食育目標を作成。 

豊中市保育所の食育目標を基に、各

保育所・園の実際に即した目標を作

成。 

食育目標を作成することで見

通しをもって活動することが

できます。 
◎ 

9 教 キッズフェスタ 

保育幼稚園室   

● 

     

親子の触れ合いや遊びの場の提供、幼

児教育情報の発信の中で「食」に関す

る情報の提供をします。            

参加者数 1601 人 

事業は市民に定着してきてお

りますが食育ということでの

発信については、取り組めてい

ない現状があります。 

△ 

豊中市私立幼稚園連

合会加盟幼稚園 

  

● 

     
親子の触れ合いや遊びの場の提供、幼

児教育情報の発信の中で「食」に関す

る情報の提供をします。            

子どもたちが楽しんでごっご遊び

も行える場を提供した。 

多くの親子に参加してもらえ

た。 ◎ 

10

 

教 

子育て総合支援事業

「子育ち・子育て支援

講座」 

保育幼稚園室 

市立幼稚園 

  

● 

     

食育についての講習会や専門講師によ

る講演や親子ふれあい遊びなどを実施

しています。 

食育についての講座を保護者対象

に年間 5 回実施。 

各園、食育をテーマにした講座

を取り入れ実施し、保護者と共

に子どもの健康について考え

る機会をもっている。 

○ 
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11

 

教 
在園児及び未就園児の

保護者向け講演会 

豊中市私立幼稚園連

合会加盟幼稚園 

豊中市民間保育園連

合会加盟保育園 

  

● 

     

○幼児期の食についての講座を開催し

ています。 

○給食の試食を行い、その中で、栄養

士・教諭が給食の意義・給食で行う指

導について説明しています。 

食に関する講演会、給食試食会を実

施。 
試食会での意見交換は有効。 ◎ 

12

 

教 バザー 
豊中市私立幼稚園連

合会加盟幼稚園 

  

● 

     産地直送の野菜コーナーを設けていま

す。 
実施せず。  ○ 

13

 

教 
「食育年間計画」の策

定中 

市立幼稚園 

豊中市私立幼稚園連

合会加盟幼稚園 

  

● 

     幼稚園教育で「食育の年間指導計画」

に基づき指導します。 
同左 園の実態に即して計画を策定。 ○ 

14

 

地 
市民健康づくりフォー

ラム 

健康づくり推進員会 

地域保健課 

 

● ● ● ● ● ● ● 

健康づくり推進員及び一般市民を対象

に健康に関する情報を伝える講演会を

開催しています。 

フォーラム会場に、豊中市立新田小

学校６年生の絵俳句作品 87 点『歯

育・俳句・はいく』を展示。 

フォーラム参加者 104 人 

フォーラム参加者が成人や高

齢者である状況で、児童たちの

斬新な感性の楽しい作品は効

果的であった。 

○ 
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1 行 離乳食講習会 保健予防課   

● 
     

離乳食に関する知識・情報の提供 

○会場 千里保健センター、中部保健セ

ンター、庄内保健センター  

○回数 前期（ごっくんクラス）・後期

（かみかみクラス） 年 24 回ずつ実施。 

ごっくんクラス 実施回数 24 回 

参加者数 807 人 

かみかみクラス 実施回数 24 回 

参加者数 635 人 

離乳食に関する知識や情報を

提供するとともに、保健センタ

ーが食に関する相談窓口であ

ることを PR することができ

ました。 

○ 

2 行 幼児食講座 保健予防課   

● 
     

幼児食に関する知識・情報の提供 

○会場 千里保健センター、中部保健セ

ンター、庄内保健センター 

実施回数 22 回  

参加者数  132 人 

幼年期だけでなく生涯を通じ

た食生活について啓発する場

として、実施することができま

した。 

○ 

3 行 
「親と子の遊びのひろ

ば」パンダグループ 
保育幼稚園室   

● 

     

①2,3 歳の子どもとその保護者を対象

に、人権を尊重した保育を基本に遊び提

供・情報提供を行っています。その中で、

保護者同士が子育ての楽しさを実感し、

悩みを出し合う場をもち、保育所ととも

に地域の中でつながっていける子育て支

援をしています。 

②パンダグループの中で、大勢の子ども

とともに保育所の給食経験を行うことで

食事の楽しさを味わっています。 

各地域子育て支援センターで年3回

クール程度実施 

家で食べていないメニューや、

友だちと一緒に食べることで、

少しづつ子どもの意欲が見ら

れ、参加している保護者同士も

意見交換を行い、お互いに食に

関しての不安解消や関心を高

めていました。 

○ 

4 行 
子育てに関する講座等

の開催 
保育幼稚園室  

 

 
 ● 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

子育て支援センターでは親子・同年齢の

子どもと一緒におやつを作り、作る楽し

さを実感し、家庭でも親子のふれあう機

会として知らせる「おやつ講座」を行っ

ています。また、「センター講座」では

子どもの育ちや健康・食育・かかわり方

について等の話を提供することで、保護

者にとっての育児不安の軽減や子育てに

関する情報を得る機会としています。 

ほっぺのおやつ講座  年 2 回 

日頃食べないメニューなどを

手作りで親子でふれ合いなが

ら作ることが、食への関心を広

げ実際食べておいしかった経

験をもとに家庭で再度作った

との報告もいただいた。 

○ 

5 行 ほのぼのママ教室 
市立豊中病院栄養管

理部 

 
 ● 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ほのぼのママ教室の３回シリーズの内１

回で「食事バランスガイド」による妊娠

中の食品摂取の目安及び､鉄分・カルシウ

ムの不足予防などの理解を深めていま

す。 

開催回数 11 回。参加人数 74 名 
今後も講義で、随時最新情報の

提供を行っていく。 ○ 
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6 教 給食・弁当時の指導 

各保育所・園 

幼稚園 

小学校 

あゆみ学園・しいの

実学園 

豊中市私立幼稚園連

合会加盟幼稚園 

 
 

 
 ● 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

①食前食後の食事への感謝を指導してい

ます。 

②食べ物を大事にし、残さず食べること

を指導しています。 

③食事マナーを指導しています。 

④嫌いなものでも一口食べるなど、偏食

改善を指導しています。 

⑤献立に使われた食材について話題にし

ています。 

毎日実施 

バランスのとれた食生活やたのしく

食事ができるように工夫していま

す。 

食事前の手洗い、うがい実施・歯磨

きなどの衛生指導をしています。 

配膳の準備等の手伝いを実施 

左記に加え、おはしの使い方につい

ても指導している。 

食べ物と身体づくりがつなが

っていることや自分の食べる

量もわかっている。 

仲間と共に楽しく食べ、残さず

きれいに食べた時の心地よさ

を感じることができ、食べ物に

興味を持ち、折にふれ季節の食

べ物について話をするなど食

を話題にする姿がみられまし

た。 

偏食が減り食事のマナーが身

についています。 

管理栄養士と相談しながらア

レルギー対応を含め地道に行

っています。 

仲間と一緒に食する環境は子

どもの食への興味を増し、又意

欲的に食べるようになった。 

給食とお弁当の併用により、親

子のコミュニケーションがと

れ、食育の柱となっている。 

◎ 

7 教 給食 

各保育所・園 

小学校 

あゆみ学園・しいの

実学園 

 
 

 
 ● ● 

 
 

 
 

 
 

 
 

①子どもが、おいしく、安全に、楽しく

食事をすることで、心身両面の発育を促

して（保障して）います。 

②季節の行事食を提供しています。 

③給食の配膳を児童・生徒が自ら行うよ

うにしています。 

●お味見当番●自分でおにぎり●調

理に関わる（野菜の皮むき・すじ取

り・ごますり・和え物を仕上げる・

おやつ作り etc）●食材を見る・触

る●厨房の見学等 

食材に触れたり、給食作りに関

わり調理の過程を知ることで

食材や調理をしてくれた人に

親しみが深まり給食に期待感

をもってより積極的に食べる

ようになりました。食べ物に興

味をもち「食」を話題にする姿

がみられました。 

◎ 

豊中市私立幼稚園連

合会加盟幼稚園 

 
 

 
 ● 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

①和食中心のメニューを多くしていま

す。 

②食材そのものの美味しさを知るようシ

ンプルな調理も取り入れています。 

③希望する園児が、16 時のおやつづくり

に参加しています。 

④日常の給食に保護者が参加できる機会

を設けています。 

⑤給食を委託する業者を検討するための

試食会に保護者も参加できるようにして

います。 

左記とともに旬の食材や有機野菜の

使用に努めている。               

また、給食の配膳を当番で行ってい

る。 

季節の行事会は園児に好評。食

べ物を扱う慎重な態度が育つ。 ◎ 
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リ
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え
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バ
ラ
ン
ス
の
と
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食
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ａ

 

幼
少
期
に
お
け
る
望
ま
し
い
食
習
慣
の
形
成 

8 教 集会時の指導 
豊中市私立幼稚園連

合会加盟幼稚園 

 
 

 
 ● 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

①朝食をゆっくり食べてから登園するよ

う指導しています。 

②嫌いなものでも一口食べるよう指導し

ています。 

左記に加え、朝食の大切さについて

指導している。 

嫌いなものでも一口でも食べ

るようにしていくと食べられ

るものが増えた。 
◎ 

9 教 
給食の試食と、給食に

関する講演会 

豊中市私立幼稚園連

合会加盟幼稚園 

 
 

 
 ● ● 

 
 ● 

 
 

 
 

保護者による給食の試食と、栄養士など

による講演会を開催しています。 
同左 

給食の量や味などの評価も参

考になっている。 ○ 

10

 

教 

保育、教育の中で、調

理体験、イベントなど

の取り組み 

各保育所・園 

幼稚園 

小学校 

あゆみ学園・しいの

実学園 

 
 

 
 ● ● 

 
 

 
 

 
 

 
 

①栄養素について学んでいます。 

②調理実習を体験しています。 

給食づくりに関わったり菜園活動の

収穫物によるクッキングなど年間を

通じて随時実施。魚の解体見学後に

給食で食べる等。 

偏食の改善。食べ物の命を感じ

て大切にいただく気持ちが育

まれました。共に経験・共感し

仲間関係が深まり自信につな

がりました。 

○ 

豊中市私立幼稚園連

合会加盟幼稚園 

 
 

 
 ● 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

季節の果物や野菜について学んでいます

（講師：生産地の農協関係者）。 

栽培活動とともに、農業体験や食材

の下処理なども行い、クッキングを

楽しむ。 

材料が料理になるための工夫

と手間を体験。 ○ 

11

 

教 
「食」に関する子育て

講座 

保育所 

豊中市私立幼稚園連

合会加盟幼稚園 

 
 

 
 ● 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

保育所給食をもとに、幼児食や手作りお

やつ、食事の話などの講習を行なってい

ます。 

地域の子育て家庭対象各所 1～2 回

開催。１回 20～30 組 

未就園児の子どもとクッキングして

いる。野菜を使ったおやつや昼食づ

くりを実施。 

キッズの子どものクッキング 

手作りおやつ、食の話などして

いく。 

保育所給食の実際を基に行う

ので理解されやすい。 

○ 

12

 

教 

赤ちゃんサークル「ぴ

よぴよ」での離乳食講

座 

保育所  
 

 
 ● 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

保育所給食をもとに、離乳食の講習を行

なっています。 

地域の子育て家庭対象各所 1～2 回

開催。１回 10～20 組 

保育所給食の実際を基に行う

ので理解されやすい。 ○ 
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と
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る
食
の
自
立
に
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け
た
支
援 

1 行 
市立障害者通所施設等

での給食提供時の指導 
障害福祉課  

 

 
 

 
 

 
 ● ● ● 

 
 

栄養バランスのとれた食事づくりを
心がけると共に、保健センターから
の歯科保健指導を参考に、個々人の
障害に応じた食形態にも配慮してい
ます。 

毎日実施 

利用者及び家族は毎日の給
食を通じて栄養バランスの
とれた食事や、食べやすく
する工夫を実感することが
できると共に食事摂取量が
改善されました。 

○ 

2 行 

市立障害者通所施設等

での給食提供時におけ

る情報提供 

障害福祉課  
 

 
 

 
 

 
 ● ● ● 

 
 

専門職員が個々の利用者の障害に応
じた食事介助工夫をすると共に、そ
の内容を家族に情報提供すること
で、摂取する食材や食事を楽しむこ
とができる場面の多様化を促してい
ます。 

毎日実施 

家庭と施設の連携で個々の
利用者の障害に応じたより
良い対応を実施し、食を通
じた健康づくり、楽しみづ
くりを実現しています。 

○ 

3 行 
市立障害者通所施設等

での給食の提供 
障害福祉課  

 

 
 

 
 

 
 ● ● ● 

 
 

①おいしく、安全に、仲間と楽しく
食事をする場を提供しています。 
②季節の行事食を提供しています。 

毎日実施 

仲間と共に季節感のある食
事をとることで、心豊かな
生活ができていると考えら
れます。 

○ 

4 行 
市立障害者通所施設等

での調理体験 
障害福祉課  

 
 

 

 
 

 
 ● ● ● 

 
 

通所者が調理実習を体験していま
す。 

収穫体験での収穫物などによる
クッキングを随時実施 

実際に調理に関わることで
食に関心を持つことができ
てきました。 

○ 

5 行 

子どもの居場所づくり 

文化クラブ「クッキン

グ」 

わくわく講座（月例講

座）「親子クッキング」

「お菓子づくり」 

文化館チーム   
 

 
 ● 

 
 ● ● 

 
 

提案公募型委託事業として特定非営
利活動法人北摂子ども文化協会に事
業委託。市内在住の児童生徒を対象
に、専門講師が季節の果物や野菜を
もとに、手作りおやつや食事の話な
どの講習及び調理などさまざまな体
験を積み重ね、食を営む基礎を育て
ています。また、「親子クッキング」
では料理を通じて親子のコミュニケ
ーションを図ることを目的として実
施しています。 

「クッキング」実施回数 27 回 
延べ参加者数 264 人。 
「親子クッキング」実施回数 8
回 延べ参加者数 94 人。 
「お菓子づくり」実施回数 10
回 延べ参加者数 109 人。 

料理に関する企画について
は、安定した市民ニーズが
あり、多くの児童生徒がこ
れらの講座を介して「食」
についての関心を高めるこ
とができました。また、親
子クッキングでは、料理を
通じて親子のコミュニケー
ションを図る場を提供する
ことができ、参加者が増え
ました。 

○ 

6 教 
一年生給食開始事前指

導 
学校給食室  

 

 
 

 
 ● 

 
 

 
 

 
 

 
 

新１年生の給食開始前に児童の給食
への関心を高めるため、学校給食を
担当する栄養士・調理員が訪問を行
っている学校もあります。 

小学校 6 校で実施 
学校給食への理解を深める
ため実施しています。 ○ 
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7 教 
給食の試食と、給食
に関する講演会 

学校給食室 
各小学校ＰＴＡ 

 
 

 
 

 
 ● 

 
 ● 

 
 

 
 

保護者による給食の試食と、栄養教諭な

どによる講演会を開催しています。 
全小学校 41 校で実施 

食への関心を高めることと学

校給食への理解を深めること

を目的に、実施しています。 
○ 

8 教 学校給食週間 学校給食室  
 

 
 

 
 ● 

 
 

 
 

 
 

 
 

「全国学校給食週間」と定められた 1 月

24 日～30 日に、各地の郷土料理や世界

の料理などを取り入れた特別の献立を出

すことにより、改めて食に感謝する気持

ちや食の大切さを考える取組みを行って

います。 

全小学校 41 校で実施 

学校給食の意義や役割につい

て児童生徒や教職員、保護者、

地域住民の理解と関心を深め

るため実施しています。 

○ 

9 教 
児童の社会見学の受
け入れ 

各学校 
学校給食室 

 
 

 
 

 
 ● 

 
 

 
 

 
 

 
 

学校調理員、栄養士との交流を深め、給

食ができるまでを見学することで関心を

高めています。 

小学校 7 校を受入れ 

給食への理解と食への関心を

深めてもらうことを目的とし

て実施しています。 
○ 

10

 

教 
学校給食センター職
員による学校訪問 

学校給食室    

● 

    

学校給食センター職員が市内の公立小学

校を訪問し、児童を対象に給食の話をし

たり一緒に給食を食べたりすることで、

交流を図っています。 

訪問小学校数・・・22 校 

実施回数・・・24 回（2 校で 2 回実

施）  

給食を作っている職員の思い

を伝え、また子供の給食への思

いを聞くことで、給食の工夫・

改善につながると考えます。ま

た、食べ物への関心を高める機

会となっているほか、お互いの

交流を図る機会にもなってい

ます。 

○ 

11

 

教 
小・中学校における
指導体制の充実 

教育推進室  
 

 
 

 
 ● 

 
 

 
 

 
 

 
 

順次配置されている栄養教諭などを中心

に食育を推進するとともに、教職員を対

象にした食育に関する研修会を開催する

など食育の重要性に対する教職員の意識

を高め、理解を深めるよう取り組みます。 

栄養教諭などを中心に食育を推進す

るとともに、教育センターと連携し

栄養教諭・学校栄養職員対象の研修

会を実施する等、食育の重要性につ

いての教職員の意識を高め、理解を

深めるよう取り組んできました。 

栄養教諭・学校栄養職員は、食

育の推進に大変重要な役割を

担っています。研修会実施によ

り、食育に関する市の現状や今

日的課題についての認識を深

めることができ、今後の指導体

制の充実に向けて効果的であ

ったと考えます。 

○ 

12

 

教 

（仮称）豊中市新学
校給食センターの整
備（原田・服部学校
給食センターの建
替） 

学校給食室  
 

 
 

 
 ● 

 
 

 
 

 
 

 
 

安心、安全なおいしい給食を提供し、ま

た学校給食に関する情報を発信する機能

を備えた（仮称）新学校給食センターの

整備をめざす。 

（仮称）新学校給食センターの基本

設計、実施設計を行い、造成工事、

建設工事を行いました。 

現在の学校給食衛生管理基準

に適応するとともに、食育やア

レルギー対応など最新の給食

センターとして整備をすすめ

ました。 

○ 
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1 行 
グループホーム・ケア

ホームからの栄養相談 
障害福祉課  

 

 
 

 
 

 
 ● ● ● ● 

障害者が共同生活を行う住居での食生活

に関する相談にのっています。 
０件 

個々の民間事業所では、スタッ

フに管理栄養士を加えること

は難しいので、市の専門職が支

援しています。 

○ 

2 行 介護予防教室 高齢者支援課  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 ● 

二次予防対象者（要支援･要介護状態等と

なるおそれの高い、虚弱な状態にあると

認められる 65 歳以上の者）を対象に「運

動器の機能向上」「口腔機能向上」「認

知症予防・支援」等の介護予防教室を開

催しています。 

いきいき元気教室（介護予防教室）

で高齢期における低栄養改善の講

話・食に関するアドバイス等を実施

しています。運動教室：14 クール 

166 人、お口元気教室：8 クール 57

人、脳力アップ塾：6 クール 54 人 

各教室にて、高齢者向けの低栄

養予防の講話を実施し、口腔機

能の維持を行ったり健やかな

高齢期を過ごせるように食に

関するアドバイスも実施し、総

合的な介護予防に取り組んで

います。 

○ 

3 行 アレルギー講演会 保健予防課  
 

 
 ● ● ● ● 

 
 

 
 

専門医師がぜん息・アトピー性皮膚炎な

どのアレルギー疾患について講話を行な

っています。また必要に応じ保健指導を

行っています。 

開催回数 3 回  

参加者数 延べ 114 人 

乳幼児に関わる多くの人が正しい知

識を習得できるよう事業周知の対象

を拡大しました。 

ぜん息やアトピー性皮膚炎な

どアレルギーについての正し

い知識普及に寄与している事

業です。アレルギーは食生活と

も関係します。更に対象を広げ

て実施していく予定です。 

○ 

4 行 
妊婦教室「フレンドリ

ーコース」 
保健予防課  

 ● 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

3 拠点の保健センターにて１コース 2 回

実施。育児のイメージ作りや先輩ママと

の交流などを目的に保健師・助産師が従

事しています。 

30 コース 60 回開催 

参加者数 実 448 人、延べ 837 人 

参加者は、医療機関開催の妊婦

教室や市の他の教室にも参加

している人が多く、一定の役割

を終えたと考えます。 

完 

5 行 
お父さんのための子育

て教室 
保健予防課  

 ● 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

初妊婦とそのパートナーを対象に、沐浴

実習、妊婦体験、各種サービスの紹介等

を行っています。隔月に 1 回。土曜日の

午前・午後に実施しています。（大阪府

助産師会に委託、男女共同参画推進セン

ターと共催で実施） 

12 回実施。参加者 497 組、延べ 989

人 

初産婦とそのパートナーを対

象に妊娠・育児の基礎知識を普

及する場になっています。 
○ 

6 行 カンガルークラス 保健予防課  
 ● 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

栄養士による、妊娠期からの食生活・栄

養についての講話。毎月１回開催してい

ます。 

実施回数 12 回、参加者数 102 人 

妊娠期だけでなく生涯を通じ

た食生活について啓発する場

として、実施することができま

した。 

○ 
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7 行 
マタニティークッキン

グ 
保健予防課 ＊ 

 

● 

 
 

 
 

 
 

   妊娠中の食事と離乳食についての簡単な

調理実習と試食。 
実施回数 5 回、参加者数 60 人 

平成 25 年 6 月より実施。妊娠

中の食事だけでなく、離乳食も

作れる講座として好評でした。 
○ 

8 行 メタボ撃退お料理教室 保健予防課  
 

 
 

 
 

 
 

 
 ● ● ● 

メタボリックシンドロームなど生活習慣

病予防に焦点をあてた調理実習。 
1 回 13 人 

簡単に作れるメニューで好評

でした。 ○ 

9 行 
地区健康教室・介護教

室（出前健康教室） 
地域保健課  

 

 
 

 
 

 
 

 
 ● ● ● 

健康に関するご希望のテーマを保健師、

栄養士、理学療法士、作業療法士、歯科

衛生士等が地域の会場に出向き、講演し

ます。 

健康教室 213 回 延 6385 人 

生活習慣病などをテーマとし

た健康教育を行いました。食に

関する情報を発信する場とし

て、広く活用しています。 

○ 

10

 

行 
「無理しないカラダづ

くり講座」 
地域保健課  

 
 

 

 
 

 
 

 
 ● ● ● 

メタボリックシンドロームなど生活習慣

病予防に焦点をあてた栄養・運動につい

ての気軽で楽しい体験学習を実施してい

ます。（特定保健指導の場としても活用） 

23 回 延 251 人 

メタボリックシンドロームに

焦点を当てて実施しています

が、参加者数の減少がみられる

ため、今後は内容の見直しを行

います。 

◎ 

11

 

行 
生活習慣改善講座（面

接型） 
地域保健課  

 

 
 

 
 

 
 

 
 ● ● ● 

血液検査などの検査データと、生活習慣

調査票から個人の課題を抽出し、各人に

あった目標を決め、実践できるよう支援

する講座を開催しています。支援期間は

3 か月以上です。 

①「面接型」：カラダづくり講座１回・

個別面接３回・運動教室３回（希望者）。 

②評価のための「血液検査」の実施。 

面接 43 回 延 50 人 

血液検査 7 人 

個別の指導により、生活習慣病

の改善・予防を行いました。特

定保健指導の場にもなってい

ます。参加者自らが行動変容で

きるように支援しました。H25

年度から通信型を廃止し、新た

に評価のための血液検査を実

施します。 

◎ 

12

 

行 

創造活動（適応指導教

室）プログラム「クッ

キング」 

文化館チーム  
 

 
 

 
 ● 

 
 

 
 

 
 

 
 

不登校児童生徒を対象に、専門講師が季

節の果物や野菜をもとに、手作りご飯や

食事の話などの講習及び野菜の栽培、自

家栽培による収穫物を使っての調理など

さまざまな体験を積み重ね、食を営む基

礎を育てています。 

庄内館は第１・３・５水曜、千里館

は第１・３金曜に実施 

不登校状態の児童生徒が文化

館に登館し、「クッキング」と

いうツールを介して人間関係

を繋いでいます。また、「食」

について考えることから自分

自身の生活を振り返る機会に

もなっています。 

○ 

13

 

行 

寄り添い型学習・生活

支援事業 生活自立支

援プログラム「クッキ

ング」 

文化館チーム  
 

 
 

 
 ● ● 

 
 

 
 

 
 

不登校状況や、ひきこもり状況にある中

３～高校年齢相当の若者を対象に、専門

講師が手作りご飯や食事の話などの講習

及び野菜の栽培、自家栽培による収穫物

を使っての調理など、食を営む基礎を育

てています。 

庄内館にて土曜日に年間 16 回（月

１～2 回）実施 

学習支援と並行して、生活支援

の重要なプログラムです。高等

学校に進学した前年度の利用

者に参加を呼びかけ、「食」を

とおした「ミニ同窓会」の役割

を果たしています。 

○ 
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14

 

行 公民分館活動への支援 

中央公民館 

蛍池公民館 

庄内公民館 

千里公民館 

 
 ● ● ● ● ● ● ● 

公民分館による春秋講座運営に際して、

情報提供や指導助言を行っている。 

①「献立作りの基本術」（東丘公民

分館）２回実施。【定員 30 人 参

加のべ 44 人】 

②「おもてなし術（おもてなしと蒸

し炒め料理）」（少路公民分館）１

回実施。【定員 30 人 参加 50 人】 

分館講座の支援を通じて、市民

が主体的に地域や食との関わ

りを学ぶ機会を設けることが

できました。 

○ 

15

 

行 
千里公民館 
健康づくり推進事業 

千里公民館   
 

 
 

 
 ● ● ● ● 

老化を防止する運動や、栄養バランスが

とれる食事について学ぶ講座を開催し、

地域住民の健康増進を図ります。 

25 年度は該当せず   △ 

16

 

行 糖尿病教室 
市立豊中病院栄養管

理部 

 
 

 
 

 
 ● ● ● ● ● 

糖尿病教室の７回シリーズの内２回で

「糖尿病食事療法：基礎編」「糖尿病食

事療法：応用編」を開催しています。 

開催回数 49 回。参加人数 304 名 

平成25年度に糖尿病教室テキ

ストを更新、今後も継続して最

新情報を取り入れた教室開催

を行う。 

○ 

17

 

行 慢性腎臓病教室 
市立豊中病院栄養管

理部 

 
 

 
 

 
 ● ● ● ● ● 

慢性腎臓病教室の4回シリーズの内2回

で「慢性腎臓病の食事療法の実際：総論」

「慢性腎臓病の食事療法の実際：各論」

を開催しています。 

開催回数 ６回。参加人数 84 名 

テキストと講義内容の更新を

行い、最新情報の提供とわかり

やすく実生活にむすびつく講

義を継続している。 

○ 

18

 

行 
とよなか倶楽部（糖尿

病患者の会） 

市立豊中病院栄養管

理部 

 
 

 
 

 
 ● ● ● ● ● 

糖尿病患者の会の一活動として、糖尿病

食の講習及び調理実習を行い、糖尿病食

への理解を深めています。 

開催回数 1 回 参加人数 23 人 

多職種で患者さんに調理講習

を行い、患者さん同士の交流も

深め、療養のモチベーション

UP の場となっている。今年度

の簡単、美味しい、ボリューム

感のある糖尿病食メニューが

患者さんに大好評であった。 

○ 

19

 

行 
糖尿病透析予防管理指

導 

市立豊中病院栄養管

理部 ＊ 
 

   

● ● ● ● 
糖尿病腎症の患者さんに対し、透析導入

を予防するために医師・看護師と共にチ

ーム医療で患者さんの指導にあたってい

ます。 

指導人数４名 

月１回、多職種連携で透析予防

のための重点的な指導行って

おり、患者さんが必要な治療を

１日で凝縮して受けることが

でき、療養意識を高める機会を

つくることができた。 

◎ 
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20

 

行 
がんサポートプログラ

ム 

市立豊中病院緩和ケ

ア委員会 

 
 

 
 

 
 ● ● ● ● ● 

がんサポートプログラム「がんについて 

学ぼう・語ろう 2013」～みんなで情報

交換～の第１回目を開催した。 

「食事について、話しませんか？」のタ

イトルでがんと食事の関係について理解

を深めました。 

参加人数 4 名 

平成25年度からは患者さんの

主体的な参加と個人にあわせ

たサポートを目的とし、プログ

ラムの進行形式を変更。患者さ

ん同士の談話形式を専門職種

がサポートする形へ。患者さん

自身の思いを重視したプログ

ラムへと更に進化させた。 

○ 

21

 

行 内臓脂肪測定会 地域保健課 ＊ 
 

    

● ● ● 

内臓脂肪を実際に測定し保健師による結

果説明会を行うことでメタボリックシン

ドロームの予防・解消、生活習慣病の改

善につなげています。(特定保健指導対象

者のみ実施) 

22 回 延 478 人 
平成25年度からの新規事業と

して実施。 ◎ 

22

 

行 難病患者療養生活支援 保健予防課  

● ● ● ● ● ● ● 

難病患者の在宅療養生活の質の向上のた

めに保健師や栄養士等が相談に応じてい

ます。 

訪問、面接、電話等で相談に応じて

います。相談件数 延 3,745 件 

特定疾患医療受給者証の手続

きの機会を利用した相談等が

増えました。今後難病事業の制

度改正が予定されているため

相談支援体制の検討が必要で

す。 

◎ 

d

 

調
理
技
術
や
食
に
関
す
る
知
識
の
習
得 

1 行 出前講座 広報広聴課  
 ● ● ● ● ● ● ● 

市民（団体）や学校等が主催する、食育

や生活習慣病の予防（食事編）に関する

講座に、講師（市職員）を派遣していま

す。申込制。 

年間講座実施件数 173 件、参加者数

6,664 人 

うち食育関係テーマ 3 件、参加者数

235 人 

継続して市民の参加を呼びか

けます ○ 

2 行 地域への食育推進 保健企画課  
 ● ● ● ● ● ● ● 

食育への理解が進むよう、食育情報の提

供や講師紹介、講師派遣を行っています。 

食育推進協議会や食育推進計画連絡

会議において積極的に意見交換を行

うことで、食育の取り組みに必要な

情報を確認し提供しました。 

関係各課や各団体などが食育

にとりくみやすい環境づくり

に役立つと考えています。 
◎ 

3 行 出前教室 
上下水道局経営企画

課 

 
 

 
 

 
 ● 

 
 

 
 

 
 

 
 

小学４年生及びその保護者を対象に、水

道水ができるまでの過程や、各家庭に水

道水が配られる仕組みなどを、簡単な実

験を行いながら説明します。 

食の原点となる「水」への関心を深め、

水道水が安全な飲み物であることを理解

してもらうことがねらいです。 

実施校数  40 校 

参加者数 児童・・・３，３５８人 

     保護者・・・９５人 

食の原点である「水」への関心

を持ち、水道水が安心安全であ

ることを、児童保護者に理解し

てもらうことができました。 

市内全校で実施できるよう今

後も取り組んでいきます。 

○ 



 

 

 

 

- 5
3

 - 

基
本
目
標 

基
本
方
針 

事業等 所管 
新
規
＊ 

妊
娠
期 

幼
年
期 

少
年
期 

青
年
期 

壮
年
期 

中
年
期 

高
年
期 

内容 25 年度実施状況 評価・考察 

今
後
の
方
向
性 

Ⅱ

 

生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
を
実
現
し
よ
う 

d

 

調
理
技
術
や
食
に
関
す
る
知
識
の
習
得 

4 行 
中央公民館 

食育推進事業 
中央公民館  

 

 
 ● ● ● ● ● ● 

食育の推進、生活習慣病予防･改善、介護

予防のための講座･講習会などを実施し

ます。 

年間４回 

①みんなでクッキーをつくろう！ 

参加人数２２人 

②家族が喜ぶ簡単ハロウィン料理 

参加人数１９人 

③伝統米食文化を学ぶ「みんなと作

ろう 飾りずし」 参加人数２０人 

④伝統米食文化を学ぶ「つくってみ

よう、三色おはぎ」 参加人数１５

人 

平成25年度は親子を対象にし

た食育講座に加え、日本の伝統

の米食文化を学ぶ機会を提供

しました。 

どの企画も大変盛況で、市民の

方に「食」についての関心を高

めることができました。 

○ 

5 行 
蛍池公民館 

食育推進事業 
蛍池公民館  

 

 
 ● ● ● ● ● ● 

食育の推進、生活習慣病予防･改善、介護

予防のための講座･講習会などを実施し

ます。 

年間６回                     

①男性のためのパン作り 参加人数

８人 

②ほたる発・世界へ インドネシア

いろいろ話 参加人数１１人 

③もち米が主食の国 ラオスを食べ

よう 参加人数１０人 

③子ども料理教室「おやつにパンケ

ーキを作ろう」 参加人数１２人 

⑤ほたる発・世界へ イエメンいろ

いろ話 参加人数２９人 

⑥北イタリアを食べよう 参加人数

１２人 

料理に関する企画については、

安定した市民ニーズがあり、さ

らに「食」についての関心を高

めることができました。 

○ 
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6 行 
庄内公民館 

食育推進事業 
庄内公民館  

 

 
 ● ● ● ● ● ● 

食育の推進、生活習慣病予防･改善、介護

予防のための講座･講習会などを実施し

ます。 

年間 8 回実施 

①おやこクッキー作り教室 

参加者 19 人 

②お父さんと一緒にランチを作ろ

う！ 

参加者 37 人 

③韓国の家庭料理の作ってみよう！ 

参加者 17 人 

④親子クリスマスケーキ作り 

参加者 23 人 

⑤親子お寿司作り教室 

参加者 25 人 

⑥多国籍料理パーティー 

参加者 12 人 

⑦親子にぎにぎ簡単クッキング 

参加者 12 人 

⑧バレンタインチョコ作り 

参加者 11 人 

料理講座は依然として人気で、

参加者の満足度も高いのが特

徴です。また、今年度は親子で

参加できる講座を多く開催し、

大変好評を得ました。講座によ

っては定員の 3 倍の申込みも

あり、食に対する関心の高さ、

料理教室に参加する意欲の高

さが伺えます。 

◎ 

7 行 
千里公民館食育推進事

業 
千里公民館   

 ● ● ● ● ● ● 

食育の推進、生活習慣病予防･改善、介護

予防のための講座･講習会などを実施し

ます。 

（１）「備蓄食材を使って簡単クッ

キング」にて、災害時における食の

確保という視点から、身近な防災に

ついて学んだ。【定員 20 人、参加

14 人】 

（２）「千里で世界の料理を楽しも

う」（①8/20、②11/25、③3/5 計

3 回実施）にて、料理と交流を通じ

て異文化に対する理解を深めた。【定

員20人 参加①19人②19人③１4

人】 

（３）「豊中の食生活いまむかし」

昭和初期の食生活を再考すること

で、貴重な文化の継承を学んだ【定

員 40 人 参加 23 人】 

（１）防災月間に講座を実施し

たこともあり、災害時の食の確

保と備えについて関心を深め

ていただく機会となりました。 

（２）料理を通じて、参加者が

主体となり、多文化交流を深め

ることができました。とりわけ

夏休み期間中に実施した講座

では、子どもたちの参加も多

く、多世代の受講生で賑わいま

した。 

○ 

8 地 男の生活力養成講座 

とよなか男女共同参

画推進センターすて

っぷ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 ● ● 

団塊の世代の男性を主な対象とする、自

己実現と食の自立を始めとした生活力の

養成をめざす講座を開催しています。 

なし 今後、開催を検討する。 ○ 
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9 地 男の料理教室 

とよなか男女共同参

画推進センターすて

っぷ 

 
 

 
 ● 

 
 

 
 ● ● ● 

父親と子どもの料理教室を開催していま

す。親子が一緒に料理をつくることで料

理の楽しみと健康への関心を深め、男性

の育児参加、家事参加を呼びかけます。 

淺利市長を講師に迎え、「お父さん

力アップ！市長と一緒にクッキン

グ」を開催。13 組の親子が参加。 

親子で父親の家事参加を考え

ることができた。父親が子ども

と一緒に料理をつくる楽しみ

を体験した。 

◎ 

10

 

地 男性の料理教室 社会福祉協議会  
 

 
 

 
 

 
 

 
 ● ● ● 

男性の食育や自立を目的に実施していま

す。 

1 回 

参加者数 20 人 
継続実施 ○ 

11

 

地 食育に関する講習会 老人クラブ連合会  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 ● 

講師を招いて講習会を開催し、食育に関

して学ぶ機会をつくっています。 

168名の単位老人クラブ会長が集ま

る研修会にて、食育の講習を実施 

更にキメ細やかく市内各地で

開催したい ○ 

12

 

地 料理教室 老人クラブ連合会  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 ● 

高齢者対象の料理教室を老人会各地区で

実施しています。 
実施 更に内容を充実したい ○ 

13

 

地 各種の食に関する講座 
豊中地域活動栄養士

会トゥデイ 

 
 

 

● ● ● ● ● ● 

様々な年代を対象にした食に関する講座

を通して、健康づくりの支援と食に関す

る情報提供を行い、食育を推進していま

す。 

くらしかんグループ活動、地域の会

食会、市民講座、小学生、中学生料

理教室等で食育を実施しました。52

回、861 名 

小、中学生の親子クッキングで

は、調理に携わることにより食

への関心を高める働きかけが

出来ました。幅広い年齢層への

食育の推進が出来ました。 

○ 

14

 

地 料理教室 

とよなか消費者協

会、 

豊中商工会議所・豊

中市小売商業団体連

合会事務局 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 ● ● ● 共催で料理講習会を開催しています。 

26 年 3 月 7 日(金)「春の食材を使

った和食」でユネスコの世界遺産に

なった伝統的日本食の良さをアピー

ルし、料理講習会を実施しました。 

市民 19 名、スタッフ 4 名で和

食の健康的な良さを啓発しま

した。 
○ 
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1 行 
給食施設への食育推進

支援 
保健企画課  

 ● ● ● ● ● ● ● 

食育に関する情報を提供するなどして給

食施設における食育推進を支援していま

す。 

特定給食施設に対するメール情報配

信「給食通信」などで食育に関する

情報を提供しました。 

特定多人数に対して継続的に

食事を提供する施設へ食育情

報を提供することで、効率的な

食育推進を行うことができま

す。 

◎ 

2 行 特定給食講演会 保健企画課  

● ● ● ● ● ● ● 

大阪府域の特定給食施設およびそれに準

ずる施設のスタッフ（管理栄養士・栄養

士・調理師等の給食関係者）や、大阪府

栄養士会会員等約 1000 名を対象に、年

2 回、府内の市町村等が合同で講演会を

実施しています。 

 

主催：大阪府・大阪市・堺市・豊中市・

高槻市・東大阪市・大阪府立大学 21 世

紀化学研究機構「公衆栄養実践研究セン

ター」・大阪府栄養士会 

 

会場：大阪府立大学学術情報センターU

ホール白鷺（大ホール） 

◆特定給食講演会Ⅰ 

平成 26 年 2 月 17 日（月）開催。

豊中市からは28施設30名が参加し

ました。 

・講演 

「がん患者の栄養管理」（大阪府立

成人病センター 濵医師） 

・事例発表 

「最期まで口に出来る食事（終末期

におけるスープ食提供の取り組みに

ついて）」（刀根山病院 竹内管理

栄養士）  

「リクエスト食の取り組みについ

て」（淀川キリスト教病院 大谷栄

養管理課長） 

 

◆特定給食講演会Ⅱ 

平成 25 年 10 月 22 日（火）開催。

豊中市からは16施設19人が参加し

ました。 

テーマ：「身体データに合わせた栄

養管理“肥満とやせから見えるも

の”」 

・１部 事例発表 

「事業所におけるヘルシーメニュー

提供の取組」（阪急電鉄株式会社） 

「事業所給食を活用した健康づくり

の取組」（芦森工業（株）大阪工場） 

「保育所での咀嚼やアレルギーの取

組」（若葉福祉会めだか保育園） 

・２部 講演「小児期からの肥満と

その対策」（大阪府立母子保健総合

医療センター 位田主任部長） 

特定給食施設における給食は、

給食利用者の健康づくりに大

きく影響を及ぼすことから、適

正な給食の提供と栄養管理が

行えるよう給食担当者の資質

の向上等を図ることは重要と

考えます。 

○ 
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3 行 
健康づくり推進員会へ

の支援 
地域保健課  

 ● ● ● ● ● ● ● 

活動への交付金の支払、講師派遣、活動

情報の提供などを行っています。 

フォーラム会場に、豊中市立新田小

学校６年生絵俳句作品 87 点『歯育・

俳句・はいく』を展示。フォーラム

参加者 104 人 

また、健康教室なとも地域で開催。 

食育を意識したコラボレーシ

ョンは効果的であった。 

今後も機会を見つけて、食育や

健康に関する情報提供を行っ

ていこうと考えている。 

○ 

4 行 子育てサークルの育成 保育幼稚園室  
 

 
 ● 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「ほっぺクラブ」は地域の人材を活用し

子育てボランティアの育成・支援を行い、

その力を地域に広げています。 

オリーブの会  14 回 

えくぼの会   12 回 

活動が定着しているので、多く

が参加しています。 ○ 

5 行 
子育ち・子育てネット

ワークづくり 

保育幼稚園室 

社会福祉協議会 

 
 

 
 ● 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

地域子育て支援センター、地域支援保育

士が中心になってコミュニティーソーシ

ャルワーカーとともに各小学校区の地域

活動を支援するために、関係機関や団体

との連携を図りネットワークづくりを進

めています。 

全校区開催しました。 

ネットワーク作りの会議が積

み重なっているので、子ども支

援の課題が各連携機関の中で

意識確認でき、支援強化になっ

ています。 

○ 

6 行 
公民館登録グループ活

動支援 

中央公民館 

蛍池公民館 

庄内公民館 

千里公民館 

 
 

 
 

 
 ● ● ● ● ● 

①料理グループなどに活動場所の確保を

行っています。 

②グループ活動成果の社会還元として、

グループ体験講習会への支援および公民

館講座への講師登用を行っています。 

料理関連の活動に取り組む登録グル

ープが行う食と健康にかかわる料理

講習会等の実践活動への支援を行い

ました。 

食に関する生涯学習を支援す

ることにより、市民の食育への

関わりを充実させ、地域におけ

る食育への関心を高めること

ができました。 

○ 

7 行 技能員研究会 保育幼稚園室  
 

 
 ● 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

保育所・あゆみ学園・しいの実学園の技

能職員と担当保育所長及び保育幼稚園室

栄養士が、給食作りを中心に食育と給食

衛生を考える。保育における子どもの安

全と環境整備を考え、環境保全・食育に

関わる研究の推進をはかっています。 

「食育」「環境整備」「地域支援」

をテーマとし、3 つのグループに分

かれる。保育所ごとに年間計画をた

て実施後、現状の把握、反省、新た

な課題を 4 期に分けて活動し、その

都度集約して記録している。 

それぞれの保育所・施設では保

育のなかに食育・環境整備・知

己支援をどのように関わって

いるか情報共有することがで

きた。 

◎ 

8 教 職員への教育 
豊中市私立幼稚園連

合会加盟幼稚園 

 
 

 
 ● 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

職員が終礼時に、給食献立に関連する栄

養・文化・歴史等について調べ発表して

います。 

食育プロジェクトを通して伝統食作

りの試みをしたとりくみがある。 

保育にもとり入れるため資料

の更新などに努めている。 ◎ 
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10

 

地 
男女共同参画推進活動

への支援 

とよなか男女共同参

画推進センターすて

っぷ 

 
 

 
 ● 

 
 ● ● ● ● 

グループ・団体活動の情報収集・提供、

自主グループ活動育成・支援、グループ

活動活性化のための講座の開催、すてっ

ぷ登録団体助成金交付、グループ活動リ

ーダー養成、ワークスペース・機器等の

提供、交流ネットワークの機会提供、ネ

ットワーク協議会の組織化などを行って

います。 

協賛事業としてすてっぷ登録団体

「放射能から豊中の市民・子どもを

守る会」主催で「子育て応援カフェ」

を実施。子どもの成長に欠かせない

安全な食べ物について親同士で話し

あうことをとおしてママ友、パパ友

をつくる。 

・事業回数：３回 

・参加人数：大人３３人、子ども 9

人   

「子どもに安全な食べ物を」と

いうわかりやすいテーマで、親

同士のつながりをつくった。 

回を重ねるごとに参加者も増

え、2014 年度も継続する。 

◎ 

11

 

地 
豊中市学校歯科医会 

研修会 
豊中市学校歯科医会  

 

 
 ● ● 

 
 

 
 

 
 

 
 

幼・少年期のさらなる健康増進に寄与す

るため、学校歯科医師が学校保健活動で

より良い指導・助言を行うのに必要な研

修を行っている。食育についても取り上

げています。 

歯科校医を講師として招き、「子ど

もの生活習慣と運動習慣」をテーマ

に研修会を開催。 

現代は子どもたちの間にも肥

満・メタボなどが指摘され、児

童・生徒の運動習慣の有無と生

活習慣および口腔管理状態と

の関係について調査結果を踏

まえた講演内容であった。継続

して開催していきたい。 

○ 
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1 行 お菓子づくり教室 
豊中人権まちづくり

センター 

 
 

 
 

 
 ● 

 
 

 
 

 
 

 
 

食育に関し季節にあった食材を使いなが

らお菓子をつくり、調理の楽しみを体験

しています。また、グループの参加者が

お互いに協力しあって作業をすることで

つながりづくりのきっかけとしていま

す。 

からだによいもの、季節のものを意

識して、材料を用意し、お菓子を作

りました。 

また、講師には、素材について解説

してもらい、栄養についても知る機

会になりました。 

 

実施回数 8 回 

参加者数 106 人 

講師と連携して、”おいしいの

はあたりまえ、からだによいお

菓子”というコンセプトのも

と、素材の栄養や旬のものなど

を大切にしてすすめました。 

○ 

2 行 
ささえあい参加型食事

会 

豊中人権まちづくり

センター 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 ● ● 

園芸ボランティアが育てた老人憩の家の

作物や身近な食材で成人病予防等健康管

理･高齢者等の食事に配慮した調理ボラ

ンティアによる調理を学び皆で会食して

います。 

実施回数 21 回 

参加者数 870 人 

おおむね月２回の実施で、定着

してきています。食事の提供だ

けではなく、外出して同年代の

人々と会食するため、とじこも

り防止にも効果があると考え

ています。 

○ 

3 行 小学生料理教室 
蛍池人権まちづくり

センター 

   

● 
    

自らの体を作る食事に興味や関心を持

ち、自ら関わりを持てるよう、自分で行

える調理の楽しみを体験しています。異

年齢で協力して行うことで交流を深めて

います。 

 

実施回数 12 回 

参加者数 402 人 

経験を重ねる中で次に作りた

い物を自分たちで考えたり、異

年齢の中で教えたり教わった

りする姿も増えています。 

○ 

4 教 
保育、教育の中で交流

体験機会の提供 

各保育所・園 

幼稚園 

保育幼稚園室 

小学校 

 
 

 
 ● ● 

 
 

 
 

 
 

 
 

①野菜や稲の栽培、収穫物による調理な

どさまざまな体験を積み重ね、食を営む

基礎を育てています。 

②もちつき等の季節行事を催していま

す。 

③保護者に、実施状況を報告したり、参

加・協力の場を設けることで、家庭への

情報発信及び食文化の伝達や交流を行っ

ています。 

随時実施 

食に関わる様々な体験を共有

することで子どもと子ども、子

どもと大人、大人と大人など人

と人がつながっていける子ど

もの姿から親子の会話も食に

関する話題が多くなり家庭に

おいても「食」への理解が深ま

りました。 

◎ 

5 地 世代間交流 

社会福祉協議会 

校区福祉委員会 

民生・児童委員 

 
 ● ● ● ● ● ● ● 

世代をつなぐ学習や交流を促進する場。

いも掘り、もちつき、料理教室等を通し

て食文化の伝達と交流を行うプログラム

を実施しています。 

163 回/31716 人 継続実施 ○ 
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6 地 
ひとり暮らし高齢者の

会食会 

社会福祉協議会 

校区福祉委員会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 ● 

みんなで会食をすることで、孤立感を防

ぎ、仲間作りを行っています。 

38 校区 

347 回/11565 人 
継続実施 ○ 

7 地 ミニデイサービス 
社会福祉協議会 

校区福祉委員会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 ● 

虚弱高齢者を対象に手作りミニディサー

ビスを実施しています。食育に関する相

談も行なっています。 

6 校区 

99 回/1333 人 
継続実施 ○ 

8 地 小学校との交流 老人クラブ連合会  
 

 
 

 
 ● 

 
 

 
 

 
 ● 

蛍池小学校花壇に野菜や花を植えて学習

の教材として提供しています。じゃがい

も、さつまいも堀りを児童の皆様にして

いただいています。毎年 8 月には「終戦

記念日」前後に当時をしのんで「すいと

ん」を作り、500 人分を用意します。中

身のなす、じゅうはちささげ、ねぎ等は

学校花壇の畑で出来た野菜を使用しま

す。 

予定通り実施。 

ジャガイモ・サツマイモ掘りには約

100 名が参加 

すいとんづくりには約 400 名が参

加 

すいとん作りは、平常各家庭で

は作らないので非常に好評。 

さらに内容を充実したい。 
○ 

ｂ

 

楽
し
い
食
事
の
促
進 

1 行 
地域教育協議会（すこ

やかネット） 
地域教育振興室  

 ● ● ● ● ● ● ● 

各中学校区地域教育協議会へ委託。中学

校区を単位として、様々な世代が関わり

ながら、料理講座や食育をテーマにした

講演会等を開催し、世代をつなぐ事業を

展開しています。 

中学校区を単位として、各校区で実

施した講演会やフェスタの中で食に

つながる取り組みを行いました。 

食育講演会では、校区の子育て

中の保護者が、子どもにとって

の安全な食事、食生活の大切さ

について知る機会となりまし

た。各校区のフェスタでは模擬

店の調理などを通して、子ども

たちが地域の大人とともに食

について学びました。 

○ 

2 行 地域子ども教室 地域教育振興室  
 

 
 

 
 ● 

 
 ● ● ● 

各小学校区地域子ども教室へ委託。小学

校区を単位として、子どもが地域の大人

から料理やマナーなど、様々なことを交

流しながら学んでいます。 

小学校区を単位として、子どもたち

が地域の大人から料理や食文化など

について、様々なことを学びました。 

また、子どもたちを見守る安全管理

員を対象とした安全管理員研修で食

育について学びました。 

今年度の取り組みの特色とし

て、安全管理員研修で、食育を

テーマに講義を行い、地域で子

どもたちを見守る大人を対象

として子どもたちの食生活や

食育の大切さについて学びま

した。 

○ 
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楽
し
い
食
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3 行 青少年野外活動事業 青少年育成課  
 

 
 

 
 ● ● 

 
 

 
 

 
 

共同で野外活動をする中で食事を通した

交流を行っています。NPO 法人豊中市青

少年野外活動協会に委託しています。 

(キャンプ名：対象学年) 

①ジュニアサマーキャンプ（小学 5、6

年）  

②サイエンスキャンプ（小学 3、4、５年）  

③キャンピングスクール（小学 3、4 年） 

④ユースチャレンジキャンプ（１５歳以

上の青少年） 

共同で野外活動をする中で食事を通

した交流を行いました。 

（キャンプ名：参加人数） 

①ジュニアサマーキャンプ（８） 

②サイエンスキャンプ（４５）  

③キャンピングスクール（４０） 

④ユースチャレンジキャンプ（１１） 

まいぎりを使った火おこしか

ら、かまどでの煮炊きなど、家

庭とは違う調理体験をしまし

た。 

食事の前の歌や、準備から片づ

けまでを共同で行なうことで、

交流を深めています。 

○ 

4 行 
青少年自然の家主催事

業（宿泊事業） 
青少年育成課  

 

 
 ● ● ● ● ● ● 

主に小学生や家族グループを対象とした

野外活動事業を行いました。事業の中で

薪や炭を使った野外炊事や、季節感を持

ったメニューに取り組みました。 

また、場内の畑を活用して、参加者と一

緒にサツマイモを育て、収穫する事業も

行いました。 

対象別・実施内容 

○小学生 

（わっぱるキッズ（夏３７冬５６）、

わっぱる探検隊（クリスマス）（１

１０）、わっぱるの冬はほっかほか

（５５）） 

○家族・グループ等 

（里山フェスタ（１９８）、いもっ

こクラブ（１４0）、わっぱる探検

隊（ホタル） 

（７５）、ファミリーキャンプ（３

３）、星空まつり（１９０）、わっ

ぱるの森をつくろう（９３）） 

夏はそうめん、冬は鍋料理な

ど、季節感を大切にしたメニュ

ーで楽しみました。 

パン作りやみそ作りなど、作る

過程楽しむプログラムや、切っ

た木をマキにして使うことも

好評でした。 

サツマイモの栽培から収穫ま

での過程で、作物を育てる苦労

の多さを知ってもらうことが

できました。 

○ 

5 行 三世代交流事業 青少年育成課  
 

 
 ● ● ● ● ● ● 

シニア自然大学の方に教えてもらいなが

ら、料理や工作を行うことで、異世代の

交流を促進します。NPO 法人シニア自然

大学校、高齢者支援課との協働事業です。 

参加人数 

①春の野原は楽しいな（３７） 

②初夏の里山で昆虫と遊ぼう（５５） 

③みんなで楽しく川遊び（０） 

 （警報発令のため中止） 

④秋空のもとでみんなで遊ぼう（４

３） 

⑤冬の里山で遊ぼう（３７） 

野草を使った料理などを通し

て、世代間の交流がよく行われ

ており、参加者の満足度は高い

です。 

○ 
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6 教 

体験型食育推進事業    

「わくわく食育プロジ

ェクト」 

教育推進室  
 

 
 ● ● 

 
 

 
 

 
 

 
 

わくわく食育プロジェクト 

「幼小連携親子料理教室」 

「世界を食べよう親子料理教室」 

「お弁当づくり親子料理教室」の開催 

わくわく食育プロジェクト 

「幼小連携親子料理教室」２回 

「小学生親子料理教室」６回 

「お弁当づくり親子料理教室」３回 

開催 

専門家講師等による親子料理

教室やお弁当づくり教室は大

変好評でした。食に関する情報

を正しく理解し、親子でおいし

く楽しく調理・食事をすること

で食に関する関心意欲を高め

ることにつながりました。より

効果的な発信・啓発をふくめ、

今後も継続の必要性がありま

す。 

○ 

ｃ

食
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
の
促
進 

1 行 

「うちのお店も健康づ

くり応援団の店」の普

及・啓発 

保健企画課  
 ● ● ● ● ● ● ● 

「うちのお店も健康づくり応援団の店」

の普及・啓発を行っています。 

広報とよなかに「うちのお店も健康

づくり応援団の店」のコラムを掲載

することなどにより普及を呼びかけ

ました。 

市保健所の設置により、これま

でより広く市内の飲食店に啓

発を行うことができました。 
○ 

2 地 とよなかおやつ宣言 
豊中市地域雇用創造

協議会 ＊ ● ● ● ● ● ● ● 

市内の和洋菓子、パン店のうち、地域貢

献意欲の高いお店を PR する活動。市民

に対しては地域のお店を知ってもらい、

そのお店で買い物をすることで、間接的

に地域貢献できる仕組み。 

24 年度で完了  完 
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体
験
機
会
の
充
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1 行 施設見学 広報広聴課  
 ● ● ● ● ● ● ● 

市民団体等を対象に、学校給食センター

や緑と食品のリサイクルプラザなどの見

学にご案内しています。 

年間見学実施件数 4件、参加者数91

人 

うち食育関係施設（給食センター）

1 件、参加者数 19 人 

継続して市民の参加を呼びか

けます ○ 

2 行 収穫体験 障害福祉課  
 

 
 

 
 

 
 ● ● ● 

 
 

市立障害者通所施設等の利用者が、野菜

の収穫を体験します。 

施設内の菜園等で野菜などの栽培や

収穫体験を行ってきました。 

食への関心を深める貴重な体

験になっていると思われます。 ○ 

3 行 
食育スタディーデー 

みんなで収穫祭 
保健予防課  

 

 
 

 
 ● 

 
 ● ● 

 
 

（NPO 法人とよなか市民環境会議アジ

ェンダ 21 協力） 

・緑と食品のリサイクルプラザ見学と「と

よっぴー」製造の話 

・収穫体験（大根、白菜、かぶなど） 

・収穫物をスタッフが調理したものを食

べる 

1 回 69 人 

学生ボランティアを加えた事

業運営を試行実施し、26 年度

につなげることができました。 
○ 

4 行 市民農園 農業委員会事務局  
 

 
 

 
 

 
 ● ● ● ● 

①募集から斡旋、契約事務  

②苦情処理  

③栽培講習会  

④運営費助成事務等 ①～④の事業推進

による農地の活用及び都市農業・食育の

啓発をはかっています。 

１区画約１５㎡を２３か月利用       

３０農園 1,228 区画       

市街地の中での農園はいろい

ろなトラブルがあり、市が時間

を取られることが多くなって

いますが、市民が余暇を楽しむ

場として定着しています。 

○ 

5 行 農業祭 

農業委員会事務局 

豊中市農業経営者協

議会 

 
 ● ● ● ● ● ● ● 

年 1 回 11 月に、農協等と実行委員会形

式で実施しています。 市内で栽培された

野菜や観葉植物等の即売、もちつき大会

等の実施による都市農業・食育の啓発を

行っています。 

１１月２３日（祝）            

豊島公園多目的広場            

来場者数 ４,000 人 

市民が豊中に農業があること

を再認識する場となっていま

す。 
○ 

6 教 
給食センターの見学の

受入れ（市民向け） 
学校給食室  

 

 
 

 
 

 
 

 
 ● ● ● 

給食センターの様子を見学し、学校給食

への理解を深めています。 
３団体を受入れ 

給食への理解と食への関心を

深めてもらうことを目的とし

て実施しています。 
○ 

7 教 
保育、教育の中で交流

体験機会の提供 

豊中市私立幼稚園連

合会加盟幼稚園 

豊中市民間保育園連

合会加盟保育園 

 
 

 
 ● 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

○農家と交流しています。 

○魚のさばき方の見学をしています。 

○年齢に合った調理体験・収穫体験を行

っています。 

○季節行事：らっきょ漬・栗拾い・干柿

づくり・収穫祭などを行っています。 

○茶道体験をしています。 

同左 

いろいろな体験により家庭で

も積極的に手伝う子どもが増

えた。 
○ 
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充
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8 地 自然と親しむ事業 

社会福祉協議会、校

区福祉委員会、豊中

市私立幼稚園連合会 

 
 ● ● ● ● ● ● ● 

いも掘り等の土に親しむ事業を校区の実

情に合わせて実施しています。 
6 校区 継続実施 ○ 

9 地 
市民レンゲまつり、野

菜もぎとり園 

市民レンゲまつり実

行委員会 

農業委員会事務局 

 
 ● ● ● ● ● ● ● 

市民レンゲまつり会場で野菜のもぎとり

園を実施し、市民に土に親しんでもらい、

自らが収穫する楽しみと新鮮野菜を食す

る喜びを提供するとともに市民と農家と

の交流を図っています。 

24 年度で終了  完 

ｂ

 

環
境
教
育
・
環
境
学
習
の
促
進 

1 行 
環境交流センターにお

ける情報提供等業務 
環境政策室  

 ● ● ● ● ● ● ● 

①3Ｒ実践市民講座 

②ＥＳＤセミナー（テーマ：料理を通じ

て、人やモノには多様な見方があるとい

う気付きを促進する） 

①実施回数：2 回 参加人数：19 人 

②実施回数：1 回 参加人数：17 人 

①家庭でのごみ減量の一環と

して、若い家族世帯を主なター

ゲットとし、楽しく参加・体験

しながら、3Ｒの推進や、グリ

ーンコンシューマー、食品ロ

ス・ゼロに向けた取り組み（と

よなか食べ切り運動）を学んで

いただきました。 

②市場に出回らない野菜を選

び料理することから、食や命、

社会の矛盾、人やモノの多様性

などについて学んでいただき

ました。 

◎ 

2 行 とよなか市民環境展 

環境政策室 

NPO 法人とよなか

市民環境会議アジェ

ンダ 21 

 
 ● ● ● ● ● ● ● 

（豊中市教委・とよなか市民環境会議・

ＮＰＯ法人とよなか市民環境会議アジェ

ンダ 21 と共催）市民、事業者、行政の

環境問題解決に向けての取り組みの発

表・交流の場。概ね、12 月第 1 もしく

は第 2 週に実施しています。 

来場者数：2,681 人 

市民団体、事業者、行政等の日

頃の環境活動・事業の成果を披

露、発信することを通じて、市

民のみなさんに理解・共感して

いただいています。 

◎ 

3 行 環境学習の推進 環境政策室  
 ● ● ● ● ● ● ● 

事業者と連携し、小学校へ環境学習に関

する広報活動を行いました。 

豊中市内の小学校で実施。 

（6 校 12 クラス 381 名） 

「食べ物やエネルギーを大切

にする」「水を汚さない」「ご

みを減らす」などについて考え

ながら、買い物・調理・食事・

片づけなど、食に関わる一連の

行動について子どもたちが実

践を通して自ら体感して学ん

でもらうことができました。 

○ 
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4 行 

市民による環境活動へ

の支援（豊中アジェン

ダ 21 の普及・促進） 

環境政策室  
 ● ● ● ● ● ● ● 

「とよなか市民環境会議」の事務局とし

て、ネットワーク組織としての活動、な

らびに構成団体である市民団体・事業者

が主体的に取組む環境活動の促進を支援

します。 また、「豊中アジェンダ 21」

の推進組織である「NPO 法人とよなか市

民環境会議アジェンダ 21」が主体的に行

う普及・啓発活動や実践活動を支援して

います。 

左記について、25 年度は食育に関連

する事業は実施していません。 
  － 

5 行 

国連・持続可能な開発

のための教育（ＥＳＤ）

の１０年の取組み 

環境政策室 

NPO 法人とよなか

市民環境会議アジェ

ンダ 21 他 

 
 ● ● ● ● ● ● ● 

ＥＳＤリソースセンターＷＥＢにより、

豊中市内の、食育に寄与する店舗などを

紹介しています。 

掲載内容を随時更新。 

市民のみなさんに、食への関心

を高めていただくとともに、食

材、食事を大切にすることを学

んでいただいています。 

△ 

6 行 
生ごみ・剪定枝堆肥の

配布・頒布 

公園みどり推進課 

NPO 法人とよなか

市民環境会議アジェ

ンダ 21・花と緑のネ

ットワークとよなか

とよなか 

 
 ● ● ● ● ● ● ● 

市が、学校給食センターから出る調理く

ずや給食の食べ残しに、公園や街路樹か

ら出る剪定枝をチップ化したものを混合

し、堆肥化しています。できあがった堆

肥「とよっぴー」は、アジェンダ 21・花

と緑のネットワークとよなかが土壌改良

材として、学校・保育所、市内などの農

家のほか、各種イベント等で市民などに

配布・頒布しています。 

約 １０８トン 

豊中市の学校給食センターか

ら出る生ごみ全量を堆肥化す

ることができており、活用者に

対しての安定した供給と資源

循環啓発に努められています。 

○ 

7 行 エコクッキング 減量推進課  
 

 
 

 
 ● ● ● ● ● 

市民の皆さんの「もったいない」の意識

を高め、食品ロス・ゼロに向けた取り組

みを推進します。具体的には、料理の際、

食材をできる限り全て利用するエコクッ

キングを開催しています。 

調理実習講座は計 4 回実施。 

「親子でわくわくエコクッキング」

3 回実施。参加者計 30 組 70 人。 

「エコクッキング講座」（豊中エコ

ショップ制度認定店による講座）参

加者 14 人 

調理実習講座を通じ、参加の市

民に「もったいない（食べ残

し・食品ロス）」について考え

ていただく機会になり、講座

後、課内の他のイベント参加に

もつながっています。親子向け

講座は毎回定員を超える申込

みがあります。 

今後も継続実施していきます。

（平成 26 年度は 4 回実施予

定） 

◎ 
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8 行 
sumusumu（スムス

ム）の活用 
減量推進課  

● ● ● ● ● ● ● 

収納のコツ・豊中市内で 1 日に排出され

るなどごみの量・ごみの減量やリサイク

ルに取り組む団体の紹介など、様々な視

点からごみの減量について掲載している

小冊子です。 

食育関連では、食材の無駄を減らすエコ

レシピや豊中市内で１日に排出される手

つかずの食品の量などを掲載していま

す。 

平成２４年度に豊中市提案公募型委託制

度により、NPO 法人とよなか市民環境会

議アジェンダ２１と協働で作成しまし

た。 

配布先：こぐまグループ 

    パンダグループ 

    ３歳半健診 

    離乳食講座 

子育て関係部局と連携して、配

布し、発行部数 4000 冊は配布

完了しました。 

平成26年度は食育の視点から

のごみ減量について保育所・幼

稚園の年長児対象の絵本の部

分と保護者向けの内容の部分

があるリーフレットの作成を

予定し、出前講座への展開も検

討しています。 

 

◎ 

9 教 
保育、教育の中で食の

循環に関する取り組み 

各保育所・園 

小学校 

あゆみ学園・しいの

実学園 

豊中市私立幼稚園連

合会加盟幼稚園 

 
 

 
 ● ● 

 
 

 
 

 
 

 
 

保育・教育の一環として行う野菜や稲の

栽培時に、野菜くず・落ち葉を活用した

堆肥を使うことで、ごみの減量に取り組

むとともに、食の循環を体現し自然の恵

みに感謝する気持ちを育んでいます。 

季節折々の野菜（いちご、さつまい

も）や稲の栽培を年間計画して実施。

収穫したものを給食の食材に使用し

たりしています。 

取り組みたい課題だが具体的にはで

きていない。落ち葉を畑に肥料とし

て使う。とよっぴーを使用して、給

食食材用の野菜を育て、収穫。 

堆肥作り菜園活動、収穫、クッ

キングと一連の体験をするこ

とで「食を営む力」を育むこと

に努めています。 

園の畑なので成長の過程を身

近に感じることができました。 

子どもたちと落ち葉を拾うこ

とは良い。 

○ 

10

 

教 

とよっぴー(生ごみ・剪

定枝堆肥）で作った市

内農作物を給食食材と

して使用する「食のリ

サイクル」の取り組み 

保育幼稚園室  
 

 
 ● ● 

 
 

 
 

 
 

 
 

とよっぴー(給食から出る生ごみ・剪定枝

堆肥）で作った市内農作物を給食で使用

しています。 

保育所では、玉ねぎを使用していま

す。 

地産地消の取り組みの大切さ

が保育所全体に浸透できてい

ます。 
○ 

学校給食室  
 

 
 ● ● 

 
 

 
 

 
 

 
 

とよっぴー(給食から出る生ごみ・剪定枝

堆肥）で作った市内農作物を給食で使用

しています。 

全小学校４１校で実施 
安心・安全な食の提供と地産地

消の取り組みとして有効です。 ○ 

11

 

地 豊中みどりの交流会 公園みどり推進課  
 

 
 

 
 ● ● ● ● ● 

市民や市民団体との協働により、小学校、

保育所や授産施設等でみどりのカーテン

づくり（ゴーヤの栽培）の取組みを支援

しています。収穫したゴーヤは、小学校

などにおいて、食育として活用されてい

ます。 

小 学 校     30 校 

保育所・授産施設等 38 施設 

みどりのカーテンづくりに取

り組む小学校等の数が増加傾

向にあることから、取組みに対

する理解が得られているもの

と考えられます。 

○ 
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12

 

行 
緑と食品のリサイクル

プラザ見学対応 

NPO 法人とよなか

市民環境会議アジェ

ンダ 21・花と緑のネ

ットワークとよなか 

公園みどり推進課 

 
 ● ● ● ● ● ● ● 

 

見学者に対する有機性資源循環の仕組み

と食の重要性の啓発を行っています。 

 

30 回、599 人 

 

農体験学習を合わせたものに

は安定した需要があり、学校か

らの見学の際には、目に見える

形で堆肥「とよっぴー」の活用

を理解してもらうため、紙芝居

をするなど工夫した内容とし

ています。 

○ 

13

 

行 堆肥化講習会 

NPO 法人とよなか

市民環境会議アジェ

ンダ 21・花と緑のネ

ットワークとよなか 

公園みどり推進課 

 
 

 
 

 
 ● 

 
 ● ● ● 

家庭向け堆肥づくり講習会を行うことに

より、生ごみの発生抑制、家庭菜園での

堆肥活用を推進しています（アジェンダ

２１により指定管理者事業として実施）。 

16 回、157 人 

定期的な開催のため、少人数と

なっている現状がありますが、

密に参加者と話し合うことが

でき、好評を得ています。 

また、啓発イベント時には、生

ごみ堆肥づくりの実演も行い

ました。 

○ 

14

 

行 野菜作り講習会 

NPO 法人とよなか

市民環境会議アジェ

ンダ 21・花と緑のネ

ットワークとよなか 

公園みどり推進課 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 ● ● ● 

有機性資源を活用した上手な野菜づくり

の講習会を開催しています（アジェンダ

２１により指定管理者事業として実施）。 

3 回、20 人 

堆肥「とよっぴー」を活用した

減農薬・有機性資源栽培の講座

等を開催することにより、自産

自消を推進し、食への関心も高

めています。 

○ 

15

 

行 講座型環境学習 

NPO 法人とよなか

市民環境会議アジェ

ンダ 21・花と緑のネ

ットワークとよなか 

公園みどり推進課 

 
 

 
 

 
 ● 

 
 

 
 

 
 

 
 

希望する小学校等に出向いて、主に４年

生・５年生を対象に、生ごみの発生抑制

や資源循環を推進するため、米づくり・

食品ごみ・地産地消などをテーマに講座

を実施しています（アジェンダ２１によ

り指定管理者事業として実施）。 

27 回、1,749 人 

資源循環に対する関心の高ま

りに伴い、学校菜園活動を行っ

ている学校の講座型環境学習

の機会が増加しています。 

○ 

16

 

行 農体験学習 

NPO 法人とよなか

市民環境会議アジェ

ンダ 21・花と緑のネ

ットワークとよなか 

公園みどり推進課 

 
 

 
 ● ● 

 
 ● ● 

 
 

①希望する小学校等に出向いて、主に４

年生・５年生を対象に、野菜の植え付け・

収穫などの農体験学習を実施しています

（アジェンダ２１により指定管理者事業

として実施）。 

②親子や児童・生徒などに対し、「とよ

っぴー農園」において、野菜の植え付け・

収穫などの農体験学習を実施しています

（アジェンダ２１により指定管理者事業

として実施）。 

①農体験学習（小学校等）：32 回、

2,247 人 

②農体験学習（とよっぴー農園）：

21 回、700 人 

児童を対象とした農体験学習

は安定した需要があり、親子を

対象としたシリーズ制の収穫

イベント等は、都市部で農業を

学べるという点からも好評で

す。 

○ 
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17

 

地 とよっぴー祭り 

NPO 法人とよなか

市民環境会議アジェ

ンダ 21・花と緑のネ

ットワークとよなか 

公園みどり推進課 

 
 ● ● ● ● ● ● ● 

豊中産もち米を使用した餅つきや、とよ

っぴー農園でのいも掘り体験など、食と

資源循環について楽しく学べる様々なイ

ベントを実施しています（アジェンダ２

１他と共催）。 

約５５０人 

毎年、好評なイベントですが、

当日が雨であったため、例年よ

り参加者が少ない状況でした

が、その分、一人ひとりに丁寧

な啓発ができました。 

○ 

18

 

地 とよっぴー展 

NPO 法人とよなか

市民環境会議アジェ

ンダ 21・花と緑のネ

ットワークとよなか 

公園みどり推進課 

 
 ● ● ● ● ● ● ● 

堆肥「とよっぴー」の製造に関するパネ

ル展示や、籾すり機などの農機具、給食

の食べ残しの実物などを展示しています

（アジェンダ２１と共催） 

３１５人 

給食の食べ残しの実物展示や、

試供品の配布等により、毎年、

多くの市民に立ち寄っていた

だいており、資源循環について

学んでいただいています。 

○ 

19

 

地 とよっぴー倶楽部 

NPO 法人とよなか

市民環境会議アジェ

ンダ 21・花と緑のネ

ットワークとよなか 

 
 

    

● ● ● 

市の堆肥化事業の市民応援団を組織し、

有機性資源の活用を推進しています。年

会費 1,000 円で、主に堆肥「とよっぴー」

の頒布日に受け付けています。また、年

４回のニュースレターを発行・郵送して

います。 

会員数：５７人 

市の堆肥化事業を通して学校

給食の現状や市内の農家の地

産地消の取組みなどを知って

もらい、食への関心を高めてい

ます。 

○ 

20

 

地 
生ごみ堆肥化容器等助

成 

NPO 法人とよなか

市民環境会議アジェ

ンダ 21・花と緑のネ

ットワークとよなか 

公園みどり推進課 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 ● ● ● 

家庭での生ごみの堆肥化活動を支援する

ため、堆肥化資材の提供や、容器等の購

入費の助成などをしています。 

ダンボール資材：22 件、密閉バケ

ツ：2 件、コンポスト：1 件、電動

処理機：0 件 

気軽に取り組めるダンボール

箱での堆肥づくりを中心に、継

続して活動を支援することが

できています。 

○ 

21

 

地 
堆肥使用野菜等の学校

等給食提供 

NPO 法人とよなか

市民環境会議アジェ

ンダ 21・花と緑のネ

ットワークとよなか 

公園みどり推進課 

    

  

●         

豊中市内の農家の協力をいただき、市で

製造した堆肥「とよっぴー」を使って育

てた米・野菜を学校等の給食に提供し、

地産地消の取組みを行っています。 

79 回、12 種類 

協力農家の増加に伴う提供品

種の多様化、学校・保育所の給

食への玉ねぎの一斉提供など

により、提供実績は飛躍的に伸

びています。 

○ 

22

 

地 食育フォーラム 

NPO 法人とよなか

市民環境会議アジェ

ンダ 21・花と緑のネ

ットワークとよなか 

*
 ● ● ● ● ● ● ● 

農林水産省「農のある暮らしづくり交付

金事業」により実施。 

11 月 2 日(土) 環境交流センター 

「いまでしょう！知ること・学ぶこ

と・進めること」(参加者 49 名)を

テーマに開催しました。 

 

付帯事業として、地場産野菜市およ

び堆肥化実演を実施しました。(参加

者 81 名) 

食育に関係する団体等の参加

者に加えて、一般の参加者も多

く見られ、関心の広がりを感じ

ることができました。 

完 
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1 行 

豊中市農業経営者協議

会との協働による都市

農業の振興 

農業委員会事務局  
 

 
 

 
 

 
 ● ● ● ● 

①部会ごとに事業を実施しています。 

○指導者部会－協議会の基本事項等につ

いて協議。 

○研究部会－豊中まつり、農業祭におい

て新鮮野菜を安価で販売。市民農園技術

指導、農業講座等を実施。 

○花卉部会－花卉の栽培技術の向上等の

調査、研究を実施。 

②上記事業を実施している協議会との連

携・協働による地産地消の推進、都市農

業・食育の啓発を行っています。 

豊中まつり、農業祭における豊中産

野菜の直売                    

学校給食副食用野菜の出荷             

農業先進地技術交換会の実施         

市民農園の技術指導（平成 25 年度 

15 農園） 

地産地消の協力者が少しずつ

増加していますが、農業者の高

齢化に伴い、いつまで続けてい

くことができるかが課題です。 

○ 

2 地 地産地消バザー とよなか消費者協会  
 

 
 

 
 

 
 

 
 ● ● ● 

地産池消の推進を目的に、くらしかんの

「生活情報ひろば事業」の一環として実

施している地産池消バザーを実施してい

ます。 

（とよなか消費者協会に委託） 

毎月第2水曜日くらしかん生活情報

ひろばで、豊中消費者協会が核にな

って企画・担当「地産地消イベント」

を開催しています。 

地産地消を啓発できました。 ○ 

3 地 堆肥使用野菜等の頒布 

NPO 法人とよなか

市民環境会議アジェ

ンダ 21・花と緑のネ

ットワークとよなか 

公園みどり推進課 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 ● ● ● 

地産池消の推進を目的に、くらしかん（第

２水曜日）や、さわ病院（第４木曜日）、

環境交流センター（第３土曜日）などで

市で製造した堆肥「とよっぴー」を使っ

て育てた野菜等を頒布しています。 

42 回、1,976 人 

堆肥「とよっぴー」を使って育

てた野菜等を提供していただ

ける協力農家の増加に伴い、安

全・安心な野菜を届ける頒布会

も充実・定着し、消費者からは

好評を得ています。 

○ 

4 地 豊中産大根の試食 
とよなか消費者協会 

農業委員会事務局 

 
 ● ● ● ● ● ● ● 

農業祭で市民 300 人に大根炊きをして

試食していただきました。 

11 月 23 日(祝) 豊島公園にて開催

した農業祭(来場者3,000人)におい

て大根炊き(豊中産)を市民300名に

試食していただきました。 

地産地消を啓発できました。豊

中産農産物の啓発と美味しく

食べる喜びにつながる取り組

みと考えます。 

○ 

5 地 桜井谷あおぞら朝市 
桜井谷あおぞら朝市

運営委員会 

 
 ● ● ● ● ● ● ● 

桜井谷地域を中心にした地場野菜等を販

売する朝市を毎月第 1,3 土曜日（7 月、

8 月は毎週）午前 9 時（夏期は 8 時半）

から JA 大阪北部桜井谷支店駐車場で開

催しています。 

３１回開催 

毎月、1 日（ついたち）稲荷神社で

も実施しました。 

地産地消の推進として十分に

成果はあがっています。 ○ 
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Ⅴ

 

歯
や
口
の
健
康
を
維
持
・
増
進
し
よ
う 

ａ

 

歯
科
疾
患
の
予
防 

1 行 

①「にこりちゃん歯科

健診」 

②「パパ・ママ歯科相

談」 

保健予防課   

● 
 

● ● 
  

1 歳６か月児健診の結果ﾊｲﾘｽｸと判定さ

れた幼児とその保護者を対象に、個別相

談や健診を、３会場で実施しています。 

①「にこりちゃん歯科健診」24 回

672 人 

②「パパ・ママ歯科相談」24 回 224

人 

食育推進の目標に沿った指

導・助言を行っています。 ○ 

2 行 歯科健診時の保健指導 保健予防課   

● 
 

● ● 
  歯科医師や歯科衛生士による相談や保健

指導を行っています。 

歯科医師や歯科衛生士による相談や

保健指導を行いました。 

食育推進の目標に沿った指

導・助言を行っています。 ○ 

3 教 歯科健診の実施 

保育幼稚園室, 

教育推進室 

豊中市私立幼稚園連

合会加盟幼稚園 

 

● ● ● 
    虫歯の早期発見、受診勧告を目的とした

歯科健診を実施しています。 
年１回（５～６月）実施 

お口の健康の維持・増進に努め

ました。虫歯の早期発見により

子どもの健康増進に有効です。 

健診結果を見て保護者も関心

が高まっています。 

○ 

4 教 歯みがき指導 

豊中市民間保育園連

合会加盟保育園、市

立幼稚園・各保育所、

豊中市私立幼稚園連

合会加盟幼稚園 

  

● 
     昼食やおやつの後に行う年齢に応じた歯

みがき指導を行っています。 
同左 

昼食後の歯みがき習慣がつい

た。 ◎ 

5 地 
お口の健康づくり講習

会の普及 
老人クラブ連合会        

● 

お口の健康づくり「ごっくん・にっこり

体操」の普及のため DVD の配布 

既に配布済みの DVD 普及のため、

連合会、女性部会、若手部会が中心

となり各所で講演会を実施中。市老

連で開催の行事、催しで之の普及を

している。 

好評。更にキメ細やかく市内各

地で開催したい。 ○ 

6 教 歯の保健巡回指導 

(一社)豊中市歯科医

師会、 

豊中市学校歯科医会 

   

● 
    

児童が歯の健康に関する知識と関心をも

ち、歯の健康の維持と病気の予防を実践

できる能力を身につけることを目的と

し、歯科衛生士専門学校の協力のもと、

2 年サイクルで市立全小学校に保健巡回

指導を実施しています。 

歯科衛生士専門学校 5 校により、23

校にて実施。 

今後も引き続き実施していき

たい。 ○ 

7 教 
幼稚園・保育所歯磨指

導 

(一社)豊中市歯科医

師会 

  

● 
     

ライオン歯科衛生研究所のご協力のも

と、豊中市内の幼稚園、保育所で歯磨指

導を実施しています。 

4 園所にて、390 人に実施。 

今年度も30を超える園所より

ご応募を頂き、なかなかご希望

に沿えない状況が続いている。 
△ 

8 地 

発達障がい者・高次脳

機能障がい者等８０２

０運動推進特別事業 

(一社)豊中市歯科医

師会 

    

● ● ● ● 

高次脳機能障がい者施設と連携し、施設

職員への講話会、口腔ケア指導（事前研

修）、入通所者への歯科健診等（実地研

修）を実施しています。 

24 年度で完了 

  

完 
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歯
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口
の
健
康
を
維
持
・
増
進
し
よ
う 

ｂ

 

歯
や
口
の
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
情
報
提
供
と
普
及
啓
発 

1 行 
マタニティーママのデ

ンタル教室 
保健予防課  

● 

      

妊婦を対象に、歯科衛生士による妊娠期

からのお口の健康づくりの話や、歯みが

きとデンタルフロスの実習を行っていま

す。隔月に 1 回。 

年 11 回 ９8 人 

25 年度からカンガルー教室

（妊娠期の栄養・食生活）と同

日開催にしました。その結果、

1 日で２つのメニューが受講

できるなど利便性が高まりま

した。さらに、カンガルーのつ

いでに受講する人もおり、歯科

に関心が低い妊婦にもアプロ

ーチすることができました。一

方、受講数の伸びにはつながら

なかったため、引き続き検討が

必要です。 

○ 

2 行 すくすくよい歯の教室 保健予防課   

● 
     

乳幼児期の歯科保健に関する知識の普

及、啓発(講話・健診）。 3 会場で実施

しています 予約制。13 年度より内容を

見直し、1 回 2 日制に変更しましたが。

15 年度より、内容を維持しつつ、受講者

の利便性を考え、1 回 1 日制に変更しま

した。 

年２６回 6８０人 

地域の講座で教室の紹介をす

すめた結果、受講数が若干増加

しました。内容など引き続き検

討していきます。 

○ 

3 行 

高校生と作るお口の健

康づくりパネルシアタ

ー(食育媒体作成プロ

ジェクト） 

保健予防課   

● 

 

● 

   

幼児を対象にしたお口の健康づくりパネ

ルシアターを高校生が企画・作成し、高

校の文化祭や幼児対象のイベントなどで

高校生が幼児に歯科保健啓発活動を実施

しました。（(一社)豊中市歯科医師会協

力） 

24 年度で完了  完 

4 行 

保育施設との協働企画

幼児の食育を支える歯

や口の健康づくりの取

り組み 

保健予防課   

● 

     

保育園（所）・幼稚園と協働し、保護者

に対する啓発（啓発ポスター掲示、啓発

リーフレットの配布）と、職員への情報

提供（研修会の開催、指導用資料等の配

布）を実施しました。（食育推進協議会

協力） 

ポスターの掲示 市内 91 園 

啓発リーフレット 約 1 万枚 

職員向け研修会 受講者 53 名 

保育施設と協働したことで、施

設職員への情報提供機会を得

ることができました。 
○ 
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康
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く
り
に
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す
る
情
報
提
供
と
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及
啓
発 

5 行 

いきいきシニアのため

のお口の健康づくりハ

ンドブック 

地域保健課        

● 

「食」を支えるお口の健康づくりに役立

つ情報を提供しています。 

高年期などの地域教育活動で活用。

また、介護予防事業である『健康カ

レッジ』で受講者に配布。 

豊中市老人クラブ連合会単位クラブ

役員研修会では「ごっくんにっこり

体操」を実演・解説し、DVD を 150

枚配布 

ハンドブックやDVDの提供希

望も多数あり。高齢者をはじめ

とした効果的な啓発となって

いる。 

○ 

6 地 よい歯の集い 

(一社)豊中市歯科医

師会、 

豊中市学校歯科医会 

 

● ● ● ● ● ● ● 

口腔衛生の啓発を目的に、歯と口の健康

週間（6 月 4 日～10 日）にちなんで、小

学校を会場に、啓発イベント、学校歯科

医による講演、歯科医を講師とする特別

授業参観等を実施。 

新田小学校で開催。 

総来場者数 1,662 人。 

さらなる口腔保健衛生啓発に

努力していきたい。 ○ 

7 地 
よい歯の高齢者 8020

表彰 

(一社)豊中市歯科医

師会 

       

● 

80 才以上で20 本以上歯のある市民を対

象に公募。アクア文化ホールにて受賞者

を一同に会し表彰式を開催しています。 

受賞者 152 名                        

アクア文化ホールにて表彰式を開催 

今年度も多数のご応募を頂き、

8020 運動がひろく市民にひ

ろまっていることを実感でき

た。 

○ 

8 地 よい歯のコンクール 
(一社)豊中市歯科医

師会 

  

● 
     

大阪府主催の「全大阪よい歯のコンクー

ル」の地区審査会を保健予防課と協力し、

3 歳半健診を受診した幼児と保護者を対

象にコンクールを実施しています。 

豊中市医療保健センターにて豊中市

地区 2 次審査をおこなった。 

全大阪大会に出場された 3 組

の内、1 組が優良親子に選出さ

れた。 
○ 

9 地 豊中市民健康展 
(一社)豊中市歯科医

師会 

 

● ● ● ● ● ● ● 

豊中市医師会・薬剤師会とともに主催。

歯科ブースでは歯科健診、歯磨指導、フ

ッ素塗布などを実施しています。 

歯科ブースでの総のべ来場者数は

1,528 名。 

さらなる口腔保健衛生啓発に

努力していきたい。 ○ 
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Ⅲ．その他（食育関連の情報提供等） 
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食育推進貸出グッズ一覧 

貸し出しを希望される方は、保健企画課 栄養士（6152-7309）へお問い合わせください。 

使用目的によっては、貸し出しをお断りする場合もあります。ご了承ください。 

 

グッズ名、（所管） 概要 

食育のぼり・旗 

（保健企画課） 

食育シンボルマーク・キャッチフレーズの 

入ったのぼりと旗。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食育ジャンパー 

（保健企画課） 

食育シンボルマーク・キャッチフレーズの入ったジャンパー 

（５０枚）（色：ピンク、素材：ナイロン） 

イベント等で、スタッフジャンパーとしてお使いください。 

 

豊中市食育推進計画 

パネル 

（保健企画課） 

 

 

 

食育推進計画概要版（B3,カラー）1２枚 1 組 

 

＊第 2 期豊中市食育推進計画の概要がわかるパネルです。イベントや

講座のときの展示用です。 

  

のぼり 

：50 本 ポールつき 

（縦約 150cm 

×横約 45cm） 

旗：５枚、ひもつき 

（縦約 90cm×横約 160cm） 

脊面 前面 
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グッズ名、（所管） 概要 

お口の健康づくりパネルシア

ター 

（保健予防課） 

『にこりちゃんとぴかりくんの大冒険』 

＊「カムカムの街」や「おやつの街」などいろいろな街を通りにこり

ちゃんとぴかりくんが探検をして学びながら、丈夫な歯を持つ元気

な子どもの国に向かって進んでいくストーリーです。 

 

・パネルシアター絵人形 

・パネルシアターステージ 

・台本 

・演じ方ＤＶＤ 

※「にこりちゃん・ぴかりくんの大冒険」作成希望の方も 

 ご連絡ください。 

そのまんま料理カード 

（保健予防課） 

・ちょっぴりごちそう編 

・食事バランスガイド編 

・3 皿でバイキング編 

・菓子飲み物カード 

（群羊社） 

＊実物大の料理カードです。重たくないので、持ち運びしやすいです。

料理を例示しながらお話しするときに使っています。 

食事バランスガイド掛け図 

（保健予防課） 

縦約１００cm 

×横約１２０ｃｍ 

布タイプ 

 

 

 

＊バランスガイドについて説明するときに使います。大きいサイズな

ので、講義のときなどに使うことができます。巻いて持ち運びする

ことができます。 
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グッズ名、（所管） 概要 

食育エプロン 

（保健予防課） 

 

エプロンシアター 

「早ね早おき朝ごはん」 

～生活習慣からはじめる食育～ 

演じ方 DVD 付 （メイト） 

 

 

 

「味覚を育てる食育エプロン」 

～味覚・歯と口の衛生～ 

（メイト） 

 

  

 

 

＊エプロンのポケットから色々なものを取り出して、エプロンにはり

つけたりしながら話します。一人で劇のように演じることができま

す。幼児向けのお話に向いています。 

まめつまみセット 

（保健予防課） 

セットの内容（6 セット） 

・塗箸 1 

・割り箸 1 

・器 4 

・小豆 30g 

・大豆 30g 

・スーパーボール 25 個 

セットの他に、・キッチンタイマー 2 個  

＊まめつまみゲームができます。豆などを箸で器から器にうつし、制

限時間内に何個うつすことができたかをみるゲームです。盛り上が

ること間違いなし！ 

私たちのからだをつくる食べ

もののはなし 

（保健予防課） 

パワーポイント資料 

＊３色栄養などについて学ぶことが 

できます。小学校高学年向け、４５分 

くらいの講座に使えるシナリオつき。 

アニメーションを多用しているので、 

楽しく講座ができます。ＣＤ-ROM でお貸ししますので、全部または

一部コピーして使ってください。 

おいしく楽しく食べる

ためのお口の健康づく

りについてのお話です 
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グッズ名、（所管） 概要 

お口の体操人形けいすけ君 

（保健予防課） 

・取り外せる歯や動く舌が 

ついている人形です。 

 

 

 

 

＊舌や口唇の体操などを指導する際に使います。 

顎模型と歯ブラシ模型 

（保健予防課） 

・ ２０×１５×１５cm プラスチックの顎模型 

・ ２３ｃｍプラスチックの歯ブラシ模型 

 

 

 

 

 

＊歯磨き指導の時に使います。 

口腔内カメラ 

（保健予防課） 

小さなカメラをお口の中 

に入れ、９インチ程度の 

モニターでお口の中の状 

態を見ることができます。 

（３台） 

 

 

よい歯のつどいカルタ 

（保健予防課） 

Ｂ４サイズラミネート  

読み札 ５０枚、取り札 ５０枚 

 

＊平成２１年度に庄内西小学校で 

 行われた「よい歯のつどい」に展示 

 された庄内西小学生作のカルタです。 

ひらがなの読めない子どもでも取れるように、読み札の裏側に取り

札と同じ絵を印刷しています。 

はてなボックス 

（学校給食室） 

 

 

 

＊クイズをしながら食育 

 カードを入れると？ボックスの中で 

くるりとひっくり返り、答えが出て 

きます。 
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グッズ名、（所管） 概要 

紙芝居 

（学校給食室） 

 

＊紙芝居 A２サイズの手づくり紙芝居１５種類あります。 

 

       

とよっぴー（豊肥） 

（公園みどり推進課） 

2.5kg・３kg（イラスト入り袋） 

10kg（透明袋） 

 

＊「食の循環」に関する環境教育 

（食育）授業などに使うことができ 

ます。袋詰めしたものをお渡ししま 

す。 

 

緑化用バーク 

（公園みどり推進課） 

「剪定枝チップ」に少量の「とよっぴー」を混合してたい肥にしたも

ので、菜園・花壇等の土壌改良材として使用できます。 

 

公益活動を目的とする団体が所有・

管理する施設や、公共団体が設置・

管理する施設等に年間計画に基づき

配付します。 

 

・太郎君のむし歯 

・牛乳のおはなし 

・食べもの大行進 

・はな子さんの運動会 

・ケンちゃんのぼうけん 

・ステップ ララちゃん 

・牛乳をのもう 

・なんでも博士のロボット 

・行こう！栄養の国へ 

・楽しい給食 

・まほうのサラスケ君 

・みんな なかよし 

・王子様の旅 

・栄養ってなあに？ 

・あさごはんを食べよう 

けんいち君とまさお君
のふたごの兄弟が、お皿に
のって野菜の国へ行きま
した。 
 そこで人参君や玉ねぎ
君の話を聞き、今まで野菜
が嫌いでよくカゼをひい
ていたまさお君も、がんば
ってたべるようになり元
気になりました。 
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グッズ名、（所管） 概要 

食育推進のための安全安心ハ

ンドブックⅡ(冊子，パネル) 

（保健企画課） 

食中毒を予防して安全で安心な 

食育活動を継続的に行っていただくため

に作成しました。 

地域のお祭りや、イベントなどで模擬店を

したり、調理実習をするときなどに活用し

ていただくため配布します。 

（配布数は応相談） 

 

消費者協会食育パネル 

（とよなか消費者協会） 

・なにわの伝統野菜って？（B１サイズパネル ２枚） 

・大阪特産物カード（Ａ３サイズ ２２枚） 

・地産地消の推進（Ａ１サイズパネル 1 枚） 

・大阪エコ農産物とは（A2 サイズパネル １枚） 

・なにわの伝統野菜について（A2 サイズパネル １枚） 

・日本各地の郷土料理（Ａ３サイズ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊イベント等で展示することができます。 

なにわの伝統野菜って？ → 

地産地消 

の推進→ 

大阪特産物カード ↑ 
日本各地の郷土料理 ↑ 

↑ ハンドブックパネル（B3,カラー）２0 枚 1 組 

手洗いの方法、調理器具の洗い方など、必要な部分だけ掲示 

することも可能です。 
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グッズ名、（所管） 概要 

我が家の料理レシピパネル 

（とよなか消費者協会） 

Ａ３サイズラミネート ５３枚 

 

＊とよなか消費者協会会員が我が家の 

自慢の料理を持ちよって試食し、写 

真とレシピをパネルにしました。 

イベント等で展示することができます。 

お口の健康づくりハンドブッ

クパネル 

（とよなか消費者協会） 

Ａ３サイズラミネート ２４枚 

 

＊お口の健康づくりハンドブックを 

パネルにしました。イベント等で 

掲示することができます。 

お口の健康体操や、よく噛んで食べるメニューなどが載っています。 

まるごとおいしい食育推進ハ

ンドブックパネル 

（とよなか消費者協会） 

Ａ３サイズラミネート ２４枚 

 

＊まるごとおいしい食育推進ハンドブック 

をパネルにしました。イベント等で掲示 

することができます。季節ごとのメニュー、 

お手軽料理、豊中市内の食育実践のヒントなどが載っています。 

手洗いチェッカー 

（衛生管理課） 

専用のローションを手に刷り込み、 

通常の手洗いを行います。 

洗った手をブラックライトにかざすと、 

洗い残した部分が白く浮かび上がります。 

 

 

汚れの残りやすい箇所を目で見て知ることで、 

楽しみながら正しい手洗いの方法が学べます。 
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グッズ名、（所管） 概要 

フードモデル（保健企画課） 実物大の食玩。食品の中に含まれる砂糖・油・塩の量が目で見て分か

ります。とても軽いので、持ち運びも容易です。 

 

①砂糖に気を付けようシリーズ（3 種類） 

･･･缶コーラ、缶コーヒー(加糖)、オレンジジュース 

 

 

 

 

 

 

 

②油に気を付けようシリーズ（3 種類） 

･･･ポテトチップス、チョコレート、クロワッサン 

 

 

③塩に気を付けようシリーズ（3 種類） 

･･･インスタントヌードル、フライドポテト、ハンバーガー 

 

 

 

 

砂糖の量が 

一目瞭然 

表示カードはこども向けと大人向けがあり、 
裏返せば対象年齢に合わせた内容になります。 

砂糖や油の量

が一目瞭然！ 
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グッズ名、（所管） 概要 

パソコン・プロジェクターほ

か 

（保健企画課） 

・ノートパソコン(東芝 dynabook)  

･･･OS：Windows8.1 

･･･Microsoft Office Home and Business 2013 搭載 

(Word / Excel / Powerpoint / OneNote 使用可) 

･･･DVD 視聴可 

・小型プロジェクター(エプソン) （スピーカー機能付き） 

・80 型スクリーン(持ち運び可能) 

・ディスプレイケーブル(10ｍ) 

・レーザーポインタ 

5 点 1 セットで、キャリーケースに入れて貸し出します。 

 

＊食育関係であれば広く貸し出しが可能ですので、研修会等の開催時

にご活用ください。 

＊これらの物品は、大阪ガスグループ “小さな灯” 運動北東部支部様

よりご寄付いただきました。 
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とよなか食育プラスワンシート 

平成25年度に作成したプラスワンシートを掲載しています。コピー等ご自由にご利用ください。 

 

◩ プラスワンシート一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

データは、豊中市ホームページにあります。以下をご参照のうえ、ぜひご活用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

市ホームページ（トップページ） 

▸ 健康・福祉・医療 ▸ 健康・保健衛生（保健所） 

▸ 食生活・栄養 ▸ 食育 ▸ とよなか食育プラスワン 

 

ホームページアドレス 

http://www.city.toyonaka.osaka.jp/kenko/kenko_hokeneisei/shokus

eikatsu_eiyo/shokuiku/purasuwannsito.html 

初めて食育に取り組む人のためのプラスワン 

自分の身は自分で守るためのプラスワン 

3～5 歳ごろのお子さんのためのプラスワン 

健康増進のためのプラスワン 

輝く女性のためのプラスワン 

中学生の食生活のためのプラスワン 

子どもと学ぶ安全・安心のためのプラスワン 

忙しい中学生のためのプラスワン 

食べることから環境を考えるためのプラスワン 

プラスワンシートのタイトルは、

左上に記載されています。 

http://www.city.toyonaka.osaka.jp/kenko/kenko_hokeneisei/shokuseikatsu_eiyo/shokuiku/purasuwannsito.html
http://www.city.toyonaka.osaka.jp/kenko/kenko_hokeneisei/shokuseikatsu_eiyo/shokuiku/purasuwannsito.html


 

 

 

 

初めて食育に取り組む人のためのプラスワン 

  



 

 

 

  



 

 

 

 

  



 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

  



 

 

 

 

  



 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 



 

 

 

 

  



 

 

  



 

 

 

平成 25 年度（2013 年度）豊中市食育推進計画年次報告書 

平成 26 年（2014 年）10 月 

豊中市 健康福祉部 保健所 保健企画課 

〒561-0881 豊中市中桜塚 4-11-1 

TEL 06-6152-7309 FAX 06-6152-7328 

 

 


